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お客様各位

お客様へ

このたびは、 Lenovo 製ノー ト パソ コンをお買い上げいただき、 ど う もあ

りがと うございます。

本製品をお使いになる前に、 このユーザーガイ ド をよ く読んで く ださい。

モバイルコンピューティ ングのニーズに Lenovo を選んでいただき、 心か

ら感謝いたします。 新しいコンピュータをすぐに使えるよ う になるため

に、 このユーザーガイ ド を用意しました。 このマニュアルで、 システム構

成、 基本操作の説明、 重要な注意事項についての情報を提供します。 当社

では、 ミ スをな く し、 本マニュアルの情報が正確で信頼できる ものとなる

よ う最善を尽 く してお り ます。 しかし、 ユーザーガイ ド のページが限られ

ているため、 すべての ト ピ ッ クについて詳細に説明する こ とはできませ

ん。 省略されている事項がある と思いますが、 ご了承ください。

当社では、 製品の性能と信頼性を改善すべ く常に努力してお り ます。 この

ため、 ユーザーガイ ド記載のハー ド ウェア と ソフ ト ウェアコンポーネン ト

は、 ご使用のシステムと完全に一致しない場合があ り ます。 ただし、 ユー

ザーガイ ド の記載とご使用のコンピュータの操作に相違があっても、 ご使

用に大きな支障はあ り ません。 ご不便をおかけするかも しれませんが、 そ

れにつきましては、 心からお詫び申し上げます。

ど うぞご理解とご協力をよろ し く お願いいたします。



ハード ディ スク容量に関する説明

お客様へ

コンピュータをご利用になる とき、 公称のハー ドディ スク容量と、 オペ

レーテ ィ ングシステムで表示されるハー ドディ スク容量が若干異なる こ と

に気付く こ とがあ り ます。 たとえば、 公称では 40GB のハー ドディ スクに

ついて、 オペレーテ ィ ングシステムでは 40GB よ り も少ない容量が表示さ

れます。 この不一致は、 ハー ドディ スクの取り付けやその他の問題がある

わけではな く 、 コ ンピュータの通常の現象です。 この現象は、 主に、 次の

よ うな理由によ って生じます。

I. ハー ドディスク容量を算出するときにメーカーが使用する基準と

オペレーティングシステムが使用する基準が異なる

ハー ドディ スク メーカーは、 基数と して 1000 を使用します (1 G = 1,000 MB、
1 MB = 1,000 KB、 1 KB = 1,000 バイ ト ）。 しかし、 オペレーティ ングシステム

がハー ドディ スク容量を示すときには、 基数と して 1024 を使用します

(1 GB = 1,024 MB、 1 MB = 1,024 KB、 1 KB = 1,024 バイ ト ）。 お客様のコン

ピュータでは、 ハー ドディ スク メーカーの基準が採用されています。 ハー ド

ディ スク メーカーの基準とオペレーティ ングシステムの基準が異なるため、

オペレーティ ングシステムで表示されるハー ドディ スク容量は、 公称のハー

ドディ スク容量とは異なるものにな り ます。



たとえば、 公称のハー ドディ スク容量が X G である場合、 ディ スクが空

である ときでも、 オペレーティ ングシステムで表示される容量は以下のよ

う にな り ます。
X × 1000 × 1000 × 1000/ (1024 × 1024 × 1024) ≈ X × 0.931 G

ハード ディ スク の一部が特定の目的に使用さ れている場合には、 オペレー

ティ ングシステムで表示さ れる容量は X × 0.931 G より も 小さ く なり ます。

II. ハー ドディスクの一部が特定の目的に使用される

Lenovo コンピュータには OneKey Rescue System があ らかじめインス

ト ールされているため、 特定の用途を目的と してハー ドディ スクの一部に

パーテ ィ シ ョ ンが設定されている場合があ り ます。 このパーティ シ ョ ン部

分は、 ハー ドディ スクの ミ ラー リ ングと OneKey Rescue System のプログ

ラムフ ァ イルに使用されます。 このパーティ シ ョ ンに予約される領域サイ

ズは、 コンピュータのモデル、 オペレーティ ングシステム、 およびソ フ ト

ウェアによ って異な り ます。 安全のため、 このパーテ ィ シ ョ ンは表示され

ません。 一般に 「隠しパーティ シ ョ ン」 と呼ばれます。

また、 ハー ドディ スクのパーテ ィ シ ョ ン作成やフ ォーマッ ト を行う と、

システムフ ァ イル用に一定量のハー ドディ スク領域が割り当てられます。

これらの理由によ り 、 オペレーテ ィ ングシステムで表示される利用可能な

ハー ドディ スク領域は、 常に、 コンピュータの公称のハー ドディ スク容量

よ り も小さ く な り ます。
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重要な安全上の注意
重要な安全上の注意  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ こ には、 ノー ト ブッ ク コンピュータを安全にご使用いただ く ための情報
が記載されています。 コンピュータに付属の説明書の記載事項に従い、 説
明書は保管して く ださい。 本書記載の内容によ って、 お客様のご購入契約
の条件や 「Lenovo 保証規定」 に影響する こ とはあ り ません。 詳細について

は、 83 ページの 「付録 C ： Lenovo 保証規定」 を参照して ください。

はじめに読んでください

パーソナルコンピュータは電子デバイスです。 電源コー ド 、 電源アダプタ、
その他の機構によ り 、 と く に誤用した場合などに、 危険な状態が発生し、
けがや物的損害が発生する こ とがあ り ます。

安全上の リ スクは以下のよ う に分類します。

危険 :

物理的傷害が生じた り 、 死亡に至る場合もあ り ます。

注意 : 

資産の損傷や軽い傷害を起こすこ とがあ り ます。

危険か ら身を守り 、 安全なコンピュータ作業環境を作るために、 以下の説

明に従って ください。

�

�
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重要な安全上の注意
梱包を開く

コンピュータや AC アダプタのカバー、 特に以下のラベルが添付され

ている部分に亀裂や損傷がないか調べます。

危険 :

• このラベルが貼られているコンポーネン ト の内部には、 危険な

電圧や電流が流れています。

�

iv



重要な安全上の注意
作業場所

お風呂場など湿度の高い所でコンピュータを使用しないで く ださい。

コンピュータやその他の部品が濡れないよ う にして く ださい。

危険 :

• 液体を こぼすと、 感電する こ とがあ り ます。

雷雨の際はコンピュータを使用しないで ください。

注意 : 

• 雷雨によ り コンピュータが損傷して、 感電する こ とがあ り ま

す。

コンピュータその他の部品の換気をよ く して く ださい。

危険 :

• 動作中のコンピュータやその他の部品をベッ ド 、 ソ フ ァー、 そ

の他やわらかい表面に置く と、 換気スロ ッ トが塞がれ、 コン

ピュータやその他の部品が過熱した り 、 火災を起こすこ とがあ

り ます。

病院や空港など、 干渉を生じるおそれのある場所では、 無線デバイス

を切って く ださい。

�

�

�
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重要な安全上の注意
使用にあたって

コンピュータ同梱の電源コー ド 、 電源アダプタ、 バッテ リパッ クのみ

を使用して、 他の製品は使用しないよ う にして く ださい。

設置する製品に正しい電源と電流を供給する、 コー ド に適したコンセ

ン ト を使用して ください。

危険 :

• 電源が適切でないと、 コ ンピュータが損傷し、 感電や火災を生

じる恐れがあ り ます。

損傷や腐食のある コンセン ト 、 電源コー ド 、 電源アダプタ、 バッテ リ

パッ クは使用しないで ください。

電力消費の大きい家庭用または商用機器に使用している コンセン ト と

同じ コンセン ト を使用しないで ください。

電源タ ップを使用する場合は、 電源タ ップの入力定格値を超えないよ

う にして ください。 パチパチ、 シュー、 ポンポン とい った音、 または

強い異臭がコンピュータから発生する場合は、 電源コー ド をコンセン

ト か ら抜いて く ださい。

危険 :

• 電源を過負荷状態にする と、 電圧が不安定とな り 、 コンピュー

タ、 データ、 接続デバイスに損傷を与えた り 、 火災を発生する

恐れがあ り ます。

�

�
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重要な安全上の注意
電源アダプタやその他の物に、 電源コー ド を巻き付けないで くださ

い。

電源コー ド を締め付けた り 、 挟んだり 、 また、 電源コー ド の上に重い

物を置いた り しないで く ださい。

注意 : 

• コー ド に圧力を加える と、 コー ド の磨耗、 亀裂、 ひずみが生

じ、 危険な状態になる恐れがあ り ます。

手、 ひざ、 その他の身体部分を長い時間にわたって動作中のコン

ピュータの熱い部分に接触したままにしておかないで ください。

注意 : 

• 長時間にわた り身体の部分に接触している と、 たとえ服の上か

ら触れている場合でも、 不快感ややけどの原因とな り ます。

コンピュータの液晶画面 (LCD) を落と した り 、 物にぶつけた り 、

引っ掻いた り 、 その上に重い物を置いた り しないで く ださい。

注意 : 

• 損傷した LCD の液晶物質に直接触れる と危険です。 触れた場

合は、 15 分以上、 十分な量の流水で洗って ください。

�

�

�
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重要な安全上の注意
サービスおよびアップグレー ド

カスタマーサポー ト センターか らの指示がない限り 、 またマニュアル

に記載のない限り 、 ご自身で製品の保守を試みないよ う にして くださ

い。

注意 : 

• いずれの場合も、 お客様ご自身で状態や状況を判断しないよ う

にして く ださい。 詳し く は、 カスタマーサポー ト センターにお

問い合わせ く ださい。 サービスおよびサポー ト の電話番号の リ

ス ト については、 http://consumersupport.lenovo.com で検索

できます。

Lenovo では、 お客様に取り付けていただ く オプシ ョ ンおよび交換す

る CRU については説明書を添付しています。 部品の取り付けまたは

交換をする場合は、 説明書に従って作業して ください。

設置および構成の手順でと く に指示がない限り 、 接続された電源コー

ド 、 バッテ リパッ ク、 およびすべてのケーブルを取り外してから、 デ

バイスのカバーを開けて ください。

コンピュータがコンセン ト に接続されている状態のときは、 カバーを

開けないで ください。

�
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
上面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

メモ : 本マニュアルに示す図は、 実際の製品とは異なる こ とがあ り ます。 実際の製品
を参照して ください。
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
注意 : 
• ディ スプレイパネルを 135 ° 以上に開かないで ください。 ディ スプレイパネルを

閉じる時は、 ディ スプレイパネルとキーボー ド の間にペンやその他の物を置き
忘れないよ う に気を付けて ください。 そう しないと、 ディ スプレイパネルが損
傷する こ とがあ り ます。

一体型カメラ ビデオ通信にカメ ラを使用します。

無線モジュールア

ンテナ

ビル ト インのアンテナで最適の無線通信の受信をします。

コンピュータディ

スプレイ

液晶ディ スプレイによ り 、 出力が鮮明に表示されます。

システム状況のイ

ンジケータ

詳し く は、 24 ページの 「システム状況のインジケータ」 を

参照して ください。

OneKey Rescue 
System ボタン

コンピュータの電源が入っていない場合は、 このボタンを押
して OneKey Rescue System を開きます （OneKey Rescue 
System があらかじめインス トールされている場合）。

メモ : 詳し く は、 38 ページの 「第 4 章 ： OneKey Rescue System」 を参照して くだ

さい。

電源ボタン このボタンを押してコンピュータの電源を入れます。

ミ ュー トボタン このボタンを使用してコンピュータの ミ ュー ト / ミ ュー ト

解除を設定します。

ビルト インのマイク ビルト インのマイク （ノ イズ低減機能付き） は、 ビデオ会
議、 ナレーシ ョ ン、 または簡単な音声録音に使用できます。

タッチパッ ド 従来のマウスと同じ機能のタ ッチパッ ド機能です。

メモ : 詳し く は、 15 ページの 「タ ッチパッ ド を使用する」 を参照して ください。

�
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
左側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

フ ァンルーバー

（方向板）

内部の熱を放散します。

メモ : フ ァ ンルーバーはいずれもブロ ッ ク されないよ う にして ください。 そう しな
いと、 コンピュータが過熱する恐れがあ り ます。

VGA ポー ト 外付けディ スプレイデバイスを接続します。

eSATA/USB コン

ボポー ト

eSATA または USB デバイスを接続します。

メモ : 詳し く は、 28 ページの 「Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する」

を参照して ください。

HDMI ポー ト TV やディ スプレイなど HDMI 入力装備のデバイスを接続

します。

a cb d
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
右側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

内蔵無線デバイス

スイッチ

このスイ ッチを使用して、 コンピュータ上のすべての無線
デバイスの無線のオン / オフを切り替えます。

ヘッ ドホン端子 外付けヘッ ド ホンを接続します。

注意 : 
• 大音量で長時間音楽を聴く と聴覚が損なわれる こ とがあ り ます。

マイク端子 外付けマイクを接続します。

USB ポー ト USB デバイスを接続します。

メモ : 詳し く は、 28 ページの 「Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する」

を参照して ください。

RJ-45 ポー ト イーサネッ ト ネ ッ ト ワークへ接続します。

メモ : 詳し く は、 30 ページの 「有線の接続」 を参照して ください。

dba e f gc

�
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
AC 電源アダプタ

端子

こ こ に AC アダプタを接続します。

メモ : 詳し く は、 12 ページの 「AC アダプタとバッテ リ を使用する」 を参照して く

ださい。

Kensington
スロッ ト

こ こ にセキュ リテ ィ ロ ッ ク （非付属品） を取り付けます。

メモ : 詳し く は、 25 ページの 「セキュ リテ ィ ロ ッ ク （非付属品） を取り付ける」

を参照して ください。
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
前面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

メモ リ カー ドス

ロ ッ ト

こ こ にメモ リ カー ド （非付属品） を差し込みます。

メモ : 詳し く は、 27 ページの 「メモ リ カー ド を使用する （非付属品）」 を参照して

ください。

a
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
底面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

a b c ed
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第 1 章 : パソコン各部の名称と機能
バッテリ ラッチ -
バネ付

バネ付のバッテリ ラ ッチによ って、 バッテ リパッ クは所定
の位置に安全に固定されます。

メモ リ / ハー ド

ディスク ド ライブ

(HDD) コンパー ト

メン ト

コンピュータのメモ リおよびハー ドディ スク ド ライブが格
納されます。

バッテリパック 詳し く は、 12 ページの 「AC アダプタとバッテ リ を使用す

る」 を参照して ください。

バッテリ ラッチ -
手動

手動のバッテリ ラ ッチを使用して、 バッテ リパッ クを安全
に固定します。

Mini PCI 
ExpressCard ス

ロ ッ ト コンパー ト

メン ト

コンピュータのモバイルブロー ドバン ド カー ド （一部のモ
デルのみ） または SSD カー ド （一部のモデルのみ） が格

納されます。

メモ : ワイヤレス WAN 非対応構成の場合、 お客様のア ップグレー ドはサポー ト されて

いません。 下部ビューのアイコンは参照のみで、 実際の機能は利用できません。
8



第 2 章 ：基本を知る
はじめて使用するにあたって  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

マニュアルを読む

コンピュータを使用する前に同梱のマニュアルを読んで く ださい。

電源に接続する

購入時に同梱のバッテリパッ クは十分に充電されていません。

バッテ リ を充電し、 コンピュータの使用を開始するには、 バッテ リパッ ク

を挿入し、 コンピュータをコンセン ト に接続します。 コンピュータが AC
電源で動作する と、 バッテ リは自動的に充電されます。

バッテ リパックを取り付ける

同梱のセッ ト ア ップポスターを参照して、 バッテ リパッ クを取り付けま
す。

コンピュータをコンセン ト に接続する

1 電源コー ド を AC アダプタに接続します。

2 AC アダプタを、 コンピュータの AC 電源端子にし っか り接続します。

3 電源コー ド を コンセン ト に差し込みます。
9



第 2 章 ： 基本を知る
電源を入れる

電源ボタンを押して、 コンピュータに電源を投入します。

オペレーティングシステムを構成する

はじめて使用する場合は、 オペレーティ ングシステムを構成する必要があ
る場合があ り ます。 構成プロセスでは、 以下の手順を行います。

• エン ドユーザーライセンス使用許諾契約に同意する

• インターネッ ト接続を構成する

• オペレーティ ングシステムを登録する

• ユーザーアカウン ト を作成する

コンピュータをスリ ープモー ドにするか、 シャ ッ トダウンする

コンピュータの使用を終えた ら、 ス リ ープモー ド にするか、 シャ ッ トダウ
ンする こ とができます。

コンピュータをスリ ープモー ド にする

短時間コンピュータを離れる場合は、 コンピュータをス リープモー ド にし

ます。

コンピュータをス リープモー ド にする と、 起動プロセスをバイパスしてす

ぐにウェ イ クア ップして使用を再開できます。
10



第 2 章 ： 基本を知る
コンピュータをス リープモー ド にするには、 次のいずれかの手順を実行し
ます。

•  をク リ ッ ク し、 「スター ト 」 メニューで 「ス リープ」 を選択します。

• Fn + F1 を押します。

コンピュータをウェ イ クア ップするには、 次のいずれかの手順を実行しま
す。

• 電源ボタンを押します。

• キーボー ド上のいずれかのキーを押します。

コンピュータをシャッ トダウンする

1 ～ 2 日間、 コンピュータを使用しない場合は、 シャ ッ トダウンします。

コンピュータをシャ ッ トダウンするには、  を ク リ ッ ク し、 「スター ト 」

メニューから 「シャ ッ トダウン」 を選択します。

メモ  : 電源表示ランプが点滅し始める （コンピュータがス リープモー ドである こ と
を示します） まで待ってから、 コンピュータを移動して ください。 ハー ド
ディ スクの回転中にコンピュータを移動する と、 ハー ドディ スクが損傷して
データを失う原因になる こ とがあ り ます。
11



第 2 章 ： 基本を知る
AC アダプタとバッテリ を使用する   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

バッテリステータスを確認する

Windows の電源オプシ ョ ンを使用して、 バッテ リ電源の残量 （パーセン

テージ） を確認できます。

バッテリを充電する

バッテ リ の残量が少な く なった場合は、 バッテ リ を充電するか、 フル充電

されたバッテ リ と取り替える必要があ り ます。

バッテ リ を取り付けたコンピュータに AC アダプタを接続する と、 バッテ

リ を充電できます。

充電時間は使用環境によ って異な り ます。

次のいずれかに該当する場合には、 充電が必要です。

• 新しいバッテ リ を購入したとき。

• バッテ リ ステータスインジケータがオレンジ色に変わったとき。

メモ  : コンピュータのユーザーごとに使用の傾向やニーズが異なるため、 バッテ リ
充電の持続時間がどの く ら いになるかを予測する こ とは困難ですが、 主な要
因と して次の 2 つが挙げられます。

• 仕事開始時に保存されているバッテリ残量

• コンピュータの使用方法たとえば、 ハー ドディ スク ド ラ イブへのアクセス
頻度やコンピュータディ スプレイの輝度。
12



第 2 章 ： 基本を知る
• バッテリ を長期間にわた り使用していなかったとき。

バッテリパックを取り外す

長期間コンピュータを使用しない場合や、 コンピュータを保守のために

Lenovo へ送る必要がある場合などは、 コンピュータからバッテ リパッ ク

を取り外します。

コンピュータをシャ ッ トダウンしてから、 バッテ リパッ クを取り外して く

ださい。

メモ  : 
• コンピュータを使用する時は、 コンピュータ内部に塵や埃が入らないよ う に、

バッテ リパッ クを取り付けてお く こ と をお勧めします。

• バッテ リ寿命を長くするために、 コンピュータは、 バッテ リがフル充電状態か
ら減っても、 すぐにはバッテリ の再充電を開始しません。

• 50 ° F ～ 80 ° F (10 ° C ～ 30 ° C) の温度でバッテ リ を充電して ください。

• フル充電やフル放電は必要あ り ません。
13



第 2 章 ： 基本を知る
バッテリを取り扱う

充電式のバッテ リパッ クを間違ったタイプのバッテ リパッ ク と交換する

と、 爆発する危険性があ り ます。 バッテ リパッ クには、 少量の有害物質が

含まれています。 怪我をしないよ う に、 そして環境を汚染しないよ う に、

以下の点に注意して く ださい。

メモ  : 
• バッテリ を交換する ときは、 Lenovo 推奨品をご使用ください。

• バッテリパッ クを火に近づけないで ください。

• バッテリパッ クを水や雨で濡ら さないで ください。

• バッテリパッ クを分解しよ う と しないで ください。

• バッテリパッ クを短絡 （シ ョ ー ト ） させないで ください。

• バッテリパッ クはお子様の手の届かないと こ ろに保管して ください。

• バッテリパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで ください。
バッテ リ を廃棄する場合は、 地方自治体の条例または規則、 およびお客様の会
社の安全標準に従って ください。
14



第 2 章 ： 基本を知る
タッチパッ ド を使用する   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 

タッチパッ ド 画面上でカーソルを動かすには、 カーソルを動かす
方向に、 パッ ド上で指先を滑らせます。

左ク リ ック  ボタン この機能は従来のマウスの左ボタンに相当します。

右ク リ ック  ボタン この機能は従来のマウスの右ボタンに相当します。

メモ  : Fn+F6 を使用して、 タ ッチパッ ド を有効 / 無効にできます。 24 ページの 「シス
テム状況のインジケータ」 を参照して ください。

a

b c
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第 2 章 ： 基本を知る
ジェスチャ

タ ッチパッ ド では、 特定のジェスチャを認識するので、 拡大縮小や上下へ

のスク ロールなどのアクシ ョ ンを簡単に行う こ とができます。

ピンチズーム

• タ ッチバッ ド に 2 本の指を置きます。

• 拡大するには、 指をスラ イ ド して離します。 縮小するには指をスラ イ ド

して近づけます。 ズームがう ま く い く よ う に、 指先を使用して くださ

い。

2 本の指でのスクロール

• タ ッチバッ ド に 2 本の指を置きます。 指は少し離して く ださい。

• 一筆書きで、 両方の指を希望の方向にスラ イ ド します。

• スク ロールを停止するには、 両方の指をタ ッチパッ ド か ら放します。

回転

• タ ッチバッ ド に 2 本の指を置きます。 指は少し離して く ださい。

• 1 本の指を希望の方向に回します。
16



第 2 章 ： 基本を知る
3 本の指のフ リ ック

• タ ッチバッ ド に少し離して 3 本の指を置きます。

• 指を希望の方向へ線形の一筆書きでフ リ ッ ク し、 タ ッチパッ ド の片側か

ら反対側へ移動します。

• 指を右または左へスライ ド して水平移動する と、 フ ォ ト ビューアやイン

ターネッ トブラウザのウ ィ ン ド ウでページを先に進めた り後に戻した り

できます。

• 指を上にスラ イ ドする と、 スラ イ ド シ ョ ーモー ドが起動します。 下にス

ライ ドする と、 スラ イ ド シ ョ ーモー ドが終了します。
17



第 2 章 ： 基本を知る
キーボード を使用する   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コンピュータには、 標準キーボー ド に数値キーパッ ド と フ ァ ン クシ ョ ン

キーが組み込まれています。

数値キーパッ ド

キーボー ド には、 （機能が有効である場合に） テンキーパッ ド のよ う に動

作するキーがあ り ます。

数値キーパッ ド を有効または無効にするには、 Fn+Insert キーを押しま

す。

メモ  : 数値キーパッ ドが有効の場合は、  インジケータが点灯します。
18



第 2 章 ： 基本を知る
フ ァンクシ ョ ンキーの組み合わせ

フ ァ ン クシ ョ ンキーを使って、 動作機能を即座に変更する こ とができま

す。 この機能を使用するには、 Fn キー  を押しながら、 いずれかのフ ァ

ン クシ ョ ン  キー  を押します。

b

a
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第 2 章 ： 基本を知る
各フ ァ ンクシ ョ ンキーの機能について次に説明します。

Fn + Esc: 一体型カメ ラの電源を入れた り切った り します。

Fn + F1: ス リープモー ド に入り ます。

Fn + F2: LCD 画面のバッ ク ライ ト のオン / オフを切り替

えます。

Fn + F3: 接続されている他の表示デバイスに切り替えま

す。

Fn + F4: ディ スプレイ解像度設定のインターフ ェースを

開きます。

Fn + F5: 内蔵無線デバイス設定のインターフ ェースを開

きます （有効 / 無効）。

Fn + F6: タ ッチパッ ド機能を有効または無効にします。

Fn + F7: Windows Media Player の再生を開始 / 一時停止

します。

Fn + F8: Windows Media Player の再生を停止します。

Fn + F9: 前の ト ラ ッ クにスキップします。

Fn + F10: 次の ト ラ ッ クにスキップします。

Fn + F11: F12 機能をアクテ ィブにします。

Fn + PrtSc: システム要求をアクテ ィブにします。

Fn + Pause: 中止機能をアクテ ィブにします。
20
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Fn + Insert: 数値キーパッ ド を有効または無効にします。

Fn + Delete: スク ロールロ ッ クを有効または無効にします。

Fn + / :
ディ スプレイの輝度を明る く した り暗く した り

します。

Fn + / : 音量を小さ く した り大き く した り します。
21
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特殊ボタン   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コンピュータには、 特殊ボタンが備え られています。

b

a
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OneKey Rescue System ボタン

• コンピュータの電源が入っていない時に、 このボタンを押して、

OneKey Rescue System を起動します （Lenovo OneKey Rescue System
がインス ト ールされている場合）。

• Windows オペレーテ ィ ングシステムで、 このボタンを押すと Lenovo 
OneKey Recovery が起動します。

ミ ュー トボタン

• コンピュータを ミ ュー ト / ミ ュー ト解除に設定します。

メモ  : 詳細については、 38 ページの 「OneKey Rescue System」 を参照して くださ

い。
23
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システム状況のインジケータ  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

これらのインジケータによ ってコンピュータの状況がわか り ます。

e f g h

a b c d
ハー ドディスク ド ライブインジ

ケータ 

Num Lock インジケータ 

Caps Lock インジケータ  

Scroll Lock インジケータ  

電力ステータスインジケータ 

バッテリステータスインジケー

タ 

無線通信インジケータ 

タッチパッ ド インジケータ  
24
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コ ンピュータを安全に保護する   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ こでは、 コンピュータを盗難や不正使用から保護する方法について説明

します。

セキュ リティ ロ ック （非付属品） を取り付ける

コンピュータにセキュ リテ ィ ロ ッ ク を取り付けて、 許可な く ロ ッ ク を外す

こ とができないよ う にする こ とができます。 セキュ リテ ィ ロ ッ クの取り付

け方法については、 購入したセキュ リテ ィ ロ ッ ク付属の説明書を参照して

ください。

Kensington スロ ッ ト の位置については、 4 ページの 「右側面」 を参照して

ください。

メモ  : 
• セキュ リテ ィ製品を購入する前に、 コンピュータ装備のセキュ リテ ィキーホー

ルと互換性がある こ と を確認して ください。

• ロ ッ ク装置や安全対策の評価、 選定、 実装については、 お客様の責任において
行って ください。 ロ ッ ク装置および安全対策の機能、 品質、 性能に関して、
Lenovo が意見表明、 判断、 または保証をする こ とは一切あ り ません。
25
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VeriFace™ の使用

VeriFace は、 顔認識ソフ ト ウェアで、 顔のデジタルスナップシ ョ ッ ト を撮

り 、 顔の主な特徴を抽出して、 システムの 「パスワー ド 」 となるデジタル

マップを作成します。

VeriFace の説明について詳し く は、 ソ フ ト ウェアのヘルプフ ァ イルを参照

して く ださい。

パスワー ドを使用する

パスワー ド を使用する と、 他のユーザーによ ってコンピュータが使用され

る こ と を防ぐのに役立ちます。 パスワー ド を設定して有効にする と、 コ ン

ピュータの電源を入れるたびに画面にプロンプ トが表示されます。 プロン

プ ト にパスワー ド を入力します。 正しいパスワー ド を入力しないと、 コ ン

ピュータを使用できません。

パスワー ド の設定方法について詳し く は、 BIOS setup utility （BIOS
セッ ト ア ップ ユーテ ィ リテ ィ ） 画面右側のヘルプを参照して ください。

メモ  : 顔の登録と検証は、 一様な安定した光のも とで行う と も っ と も効果を発揮し
ます。

メモ  : このパスワー ドは、 1 ～ 7 文字の英数字の組み合わせにします。

メモ  : BIOS setup utility （BIOS セッ ト ア ップ ユーティ リテ ィ ） を開 く には、

コンピュータ起動時に Lenovo ロゴが表示されている間に F2 を押します。
26
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外付けデバイスを接続する   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータは広範な内蔵機能と接続機能を搭載しています。

メモ リ カー ドを使用する （非付属品）

コンピュータは次のメモ リ カー ド をサポー ト しています。

• セキュアデジタル (SD) カー ド

• MultiMediaCard (MMC)

• メモ リ ステ ィ ッ ク (MS)

• メモ リ ステ ィ ッ ク PRO (MS PRO)

メモ  : 
• スロ ッ ト には一度に 1 つのカー ド のみ挿入して ください。

• このカー ド読み取り装置は SDIO デバイス （SDIO Bluetooth など） はサポー ト

していません。
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メモ リ カー ドを差し込む

1 メモ リ カー ド スロ ッ ト か らダミーカー ド をゆっ く り と引き出します。

2 カー ド を直接メモ リ カー ド スロ ッ ト に入れて、 最後まで押します。

メモ リ カー ドを取り外す

1 メモ リ カー ド スロ ッ ト か ら メモ リ カー ド をゆっ く り と引き出します。

2 ダミーカー ド をメモ リ カー ド スロ ッ ト に差し込みます。

Universal Serial Bus (USB) デバイスを接続する

コンピュータには USB デバイス対応の USB ポー ト 2 基と eSATA/USB
ポー トが 1 基備わっています。

メモ  : ダミーカー ドは、 メモ リ カー ド スロ ッ ト を使用しない場合コンピュータに塵
や埃が入るのを防ぐために使用します。 ダミーカー ドは後で使うために取っ
ておきます。

メモ  : データが破壊されないよ う に、 Windows の 「ハー ド ウェアの安全な取り外

し」 アイ コンでメモ リ カー ド を無効にしてから、 取り外して ください。

メモ  : USB ODD など、 電力消費量の多い USB デバイスを使用する場合は、 外付け

デバイスの電源アダプタを使用して ください。 そう しないと、 デバイスが認
識されず、 システムがシャ ッ トダウンする こ とがあ り ます。
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Bluetooth デバイスを接続する （一部のモデルのみ）

コンピュータに内蔵 Bluetooth アダプタカー ドが搭載されている場合、

ノー ト パソ コン、 PDA、 携帯電話など他の Bluetooth 対応デバイスと接続

し、 データを無線で転送できます。 オープンな空間で 10 m 以内なら、

ケーブルなしでこれらのデバイス間でデータを転送できます。

Bluetooth 通信を有効にする

1 内蔵無線デバイスのスイ ッチを   にスラ イ ド させます。

2 Fn + F5 キーを押して、 構成します。

メモ  : 実際の最大伝送範囲は干渉と伝送バリ アなどの条件で異な り ます。 最大の接
続速度を得るために、 デバイスはできる限り コンピュータの近く に配置して
ください。

メモ  : 
• Bluetooth 機能を使用する必要がない場合は、 バッテ リ電源を節約するためにオ

フにして ください。

• 無線デバイスとのペア リ ングについて詳し く は、 デバイスの説明書を参照して
ください。

• ペア リ ング方法はオペレーティ ングシステムによ って異な り ます。
29



第 3 章 ： インターネッ トを使用する
グローバルネッ ト ワークであるインターネッ ト は世界中のコンピュータを

つないで、 電子メール、 情報検索、 e コマース、 Web 参照や娯楽などの

サービスを提供します。

以下の方法でコンピュータをインターネッ ト に接続できます。

有線の接続 ： 物理的配線を使用して接続します。

無線ネッ ト ワークテク ノ ロジ ： 配線なしで接続します。

有線の接続  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

有線の接続はコンピュータをインターネッ ト に接続する安全で信頼性の高

い方法です。 一般的に、 以下の 2 つのアクセス方法が使われています。

ケーブル ケーブルインターネッ トサービスでは、 住宅のケーブ
ル TV ラ インに接続したケーブルモデムを使用します。

DSL DSL は、 通常の電話線で家庭や小規模ビジネスに高速

ネ ッ ト ワーク を提供する関連テク ノ ロ ジフ ァ ミ リ ーで
す。
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ハー ド ウェア接続 ：

ケーブル DSL

ソフ ト ウェアの設定

コンピュータの構成方法について詳し く は、 インターネッ トサービスプロ

バイダ (ISP) にお尋ね ください。

メモ  : 上図は参照用です。 実際の接続方法は異なる こ とがあ り ます。

*

*

*

*

TV ケーブル

スプリ ッ タ *

ケーブルモデム *

* 非付属品

電話線

スプリ ッ タ *

DSL モデム *
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無線接続 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

無線接続を使用すれば、 モバイルデバイスでインターネッ ト接続できま

す。 これを使用すれば、 無線信号が届く範囲なら ど こでもオンラ インで作

業ができます。

インターネッ トへの無線接続は、 信号の規模によ って、 以下の規格に基づ

いて構築できます。

Wi-Fi Wi-Fi ネッ ト ワークは、 家庭、 オフ ィ ス、 小規模の建物

グループなど狭い物理的領域を対象と します。 接続には
アクセスポイン トが必要です。

WiMAX WiMAX ネッ ト ワークは、 複数の無線 LAN システムを

接続して大都市領域をカバーし、 ケーブルなしで高速ブ
ロー ドバン ドへの接続を提供します。

モバイルブロー ドバン ド モバイルブロー ドバン ド ネッ ト ワークを使用する と、 コ
ンピュータ、 携帯電話、 他のデバイスに広い地理的領域
にわた り インターネッ ト接続ができます。 モバイルネッ
ト ワークはデータ伝送に使用し、 アクセスは通常モバイ
ルネッ ト ワークオペレータが提供します。 接続には、 モ
バイルブロー ドバン ド SIM カー ドが必要です。

メモ  : ご使用のコンピュータでは、 サポー ト されていない無線接続方法がある場合
もあ り ます。
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Wi-Fi/WiMax を使用する （一部のモデルのみ）

無線接続を有効にする

無線通信を有効にするには、 次の手順を実行します。

1 内蔵無線デバイスのスイ ッチを   にスラ イ ド させます。

2 Fn + F5 キーを押して、 構成します。

ハー ド ウ ェア接続

ソフ ト ウ ェアの設定

コンピュータの構成方法について詳し く は、 インターネッ トサービスプロ

バイダ (ISP) にお尋ね ください。 または、 Windows のヘルプとサポー ト セ

ンターを検索して ください。

アクセスポイン ト *

Wi-Fi/WiMax ネッ ト ワーク

* 非付属品
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モバイルブロードバンドを使用する （一部のモデルのみ）

モバイルブロー ドバン ド を開始する前に、 まず、 モバイルネッ ト ワークオ

ペレータを選択し、 ネ ッ ト ワークのサービス対象領域にいる こ と を確認し

ます。 その後、 次のこ と を行う必要があ り ます。

• 最寄り のモバイルネッ ト ワークオペレータを通してモバイルブロー ドバ

ン ドサービスをアクテ ィブにします。 アクテ ィブにする と、 SIM
（Subscriber Identity Module ： 加入者 ID モジュール） カー ド を入手し

ます。 SIM カー ド の挿入方法については、 35 ページの 「SIM カー ド を

挿入する」 を参照して く ださい。

メモ  : 
• モバイルオペレータはさまざまな規格を使用してモバイルブロー ドバン ドサー

ビスを提供します。 Lenovo モバイルブロー ドバン ド モジュールは以下の 1 つ

または複数の規格をサポーします。
GSM (Global System for Mobile Communications)
TD-SCDMA (Time Division-Synchronous Code Division Multiple Access)
SCDMA (Synchronous Code Division Multiple Access)
EV-DO (Evolution Data Optimized)
HSPA (High Speed Packet Access)

• モバイルブロー ドバン ド は加入サービスです。 利用可能性、 費用、 その他の情
報については、 最寄り のモバイルネッ ト ワークオペレータにお尋ね ください。

• SIM カー ドは、 モバイルネッ ト ワークオペレータがモバイルネッ ト ワーク上の

サービス加入者を識別するために使用するスマー ト カー ド の一種です。 モバイ
ルブロー ドバン ドサービスをアクティブにする と、 モバイルネッ ト ワークオペ
レータから SIM カー ド を受け取り ます。
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• モバイルブロー ドバン ド ネッ ト ワークに接続 / 切断するための接続管

理ユーテ ィ リテ ィ 。

SIM カー ド を挿入する

SIM カー ド を挿入するには ：

1 コンピュータの電源を切り 、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコン

ピュータから取り外します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 裏返します。

3 バッテ リ を取り外します。

4 図に示すよ う に SIM カー ド をカー ド スロ ッ ト に差し込みます。

メモ  : 一般に、 モバイルサービスプロバイダがこのユーティ リテ ィ を提供します。

メモ  : 以下に示す方向に SIM カー ド を差し込みます。 SIM カー ド を誤った方向に

挿入する と、 SIM カー ド スロ ッ トが損傷する こ とがあ り ます。
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5 バッテ リパッ クを所定の位置に入れ、 コンピュータを元の位置に戻

し、 ケーブルを再接続します。

SIM カー ド を取り外す

SIM カー ド を取り外すには ：

1 コンピュータの電源を切り 、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコン

ピュータから取り外します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 裏返します。

3 バッテ リ を取り外します。
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4 SIM カー ド を引き出します。

5 バッテ リパッ クを所定の位置に入れ、 コンピュータを元の位置に戻

し、 ケーブルを再接続します。

メモ  : コンピュータの電源が入っている時は、 SIM カー ド をけっ して挿入した り取

り外した り しないで ください。 そう した場合、 SIM カー ド と SIM カー ド読

み取り装置が永続的な損傷を受ける こ とがあ り ます。
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OneKey Rescue System  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

はじめに

Lenovo OneKey Rescue System は使いやすいアプリ ケーシ ョ ンで、 これ

を使ってシステムのパーテ ィ シ ョ ン （C ド ラ イブ） にデータをバッ クア ッ

プし、 必要に応じて簡単に復元する こ とができます。 Lenovo OneKey 
Recovery は Windows オペレーティ ングシステムで実行できます。 また、

OneKey Rescue System は Windows オペレーテ ィ ングシステムを起動せ

ずに実行できます。

宛て先 :

OneKey Rescue System の機能を使用するために、 ハー ドディ スクにはデ

フ ォル ト ですでに隠しパーテ ィ シ ョ ンが設定されてお り 、 こ こ にシステム

のイ メージフ ァ イルと OneKey Rescue System プログラムフ ァ イルが保存

されます。 このデフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ンはセキュ リテ ィ のために表示

されません。 また、 このパーティ シ ョ ンがあるため、 ディ スク空き容量は

表示要領よ り少な く なっています。 実際に使用できるハー ドディ スク容量

は、 （オペレーテ ィ ングシステムおよびあ らかじめインス ト ールされてい

るソ フ ト ウェアのサイズに基づいた） ミ ラーイ メージフ ァ イルのサイズに

よ って異な り ます。

�
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Lenovo OneKey Recovery を使用する （Windows オペレーティ

ングシステム内）

Windows オペレーテ ィ ングシステムで、 デスク ト ップ上の OneKey 
Recovery System アイコンをダブルク リ ッ クする と、 Lenovo OneKey 
Recovery が起動します。

プログラムで、 ハー ドディ スク ド ラ イブや他の記憶装置に、 または、 リ カ

バリーディ スクを作成して、 システムパーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ップでき

ます。

詳し くは、 Lenovo OneKey Recovery のヘルプフ ァイルを参照し

てください。

メモ  : 
• バッ クア ッププロセスと リ カバリーディ スクの作成には時間がかか り ます。

AC アダプタ とバッテ リパッ クを コンピュータに接続して ください。

• リ カバ リ - ディ スクを作成した ら、 正しい順序で使用できるよ う に番号を付け

て ください。

• 光ディ スク ド ラ イブを内蔵していないコンピュータで、 リ カバリーディ スクの
作成がサポー ト されていますが、 物理的に リ カバリーディ スクを作成するに
は、 適切な外付け光ディ スク ド ラ イブが必要です。
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Lenovo OneKey Rescue System を使用する （Windows オペ

レーティングシステムなしで）

オペレーティ ングシステムをロー ド できない場合は、 以下の手順に従って

OneKey Rescue System にアクセスして く ださい。

• コンピュータをシャ ッ トダウンします。

•  キーを押して、 OneKey Rescue System を起動します。

プログラムで、 システムパーティ シ ョ ンをも との工場出荷状態に復元した

り 、 以前作成したバッ クア ップに復元した りできます。

メモ  : リ カバリープロセスは元に戻すこ とができません。 リ カバリー機能を実行す
る前に重要なデータのバッ クア ップを取って ください。
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よく ある質問  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ こでは、 よ く ある質問の リ ス ト と詳細な回答の参照先を示します。 コン

ピュータ同梱のパッケージに含まれている各文書について詳し く は、 Lenovo 
IdeaPad U150 セッ ト ア ップ ポスターを参照して ください。

コンピュータを安全に使用するための注意点について

このガイ ド の iii ページの 「重要な安全上の注意」 を参照して く ださい。

コンピュータの ト ラブルを防ぐ方法について

このガイ ド の 69 ページの 「付録 B ： ご使用とお手入れ」 を参照して く

ださい。 第 1 章と第 2 章にも さまざまなヒン ト が記載されています。

新しいコンピュータのハー ド ウェアの主な特長について

第 1 章と第 2 章で詳し く説明しています。

コンピュータの詳細な仕様の参照先について

サイ ト http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

デバイスをア ップグレー ド をするか、 次のいずれかを交換する必要がある。

ハー ドディ スク ド ラ イブ、 メモ リ 、 キーボー ド

このガイ ド の 96 ページの 「付録 D ： お客様での取替え可能部品

(CRU)」 を参照して く ださい。
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リ カバリーディ スクについて

コンピュータには リ カバリーディ スクは同梱されていません。 Lenovo
が提供する代替の リ カバリー方法については、 38 ページの 「第 4 章 ：

OneKey Rescue System」 を参照して ください。

カスタマーサポー ト センターへの連絡方法について

このガイ ド の 64 ページの 「付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法」 を

参照して ください。

保証情報について

保証期間や保証サービスの種類など、 コンピュータに適用される保証に

ついては、 83 ページの 「付録 C ： Lenovo 保証規定」 を参照して く ださ

い。

デバイス ド ラ イバのインス ト ール方法について

コンピュータの各コンポーネン トが適切に動作し、 適切なパフ ォーマン

スを実現するためには、 互換性のあるデバイス ド ラ イバが必要です。 コ

ンピュータにあ らかじめオペレーテ ィ ングシステムがインス ト ールされ

ている場合は、 Lenovo がハー ドディ スクに必要なすべての ド ライバを

提供します。
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バッ クア ッププロセスが失敗した場合

問題な く バッ クア ップ機能を開始できたが、 バッ クア ッププロセスの途

中で失敗した場合は、 以下の手順を実行してみて く ださい。

1 他のアプリ ケーシ ョ ンを閉じ、 バッ クア ッププロセスを再開始しま

す。

2 バッ クア ップ先のメディ アが損傷していないかチェ ッ ク し、 別のパ

スを選択し、 再度実行します。

システムを工場出荷状態に復元する場合

システムが失敗した場合、 または、 オペレーティ ングシステムを再イン

ス ト ールする必要がある場合、 この機能を使用できます。 これによ り 、

コンピュータ購入後最初に起動した時の初期状態にコンピュータを復元

できます。 現在のパーテ ィ シ ョ ンに重要なデータがある場合は、 この リ

カバリー機能を実行する前にバッ クア ップして ください。
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ト ラブルシューティ ング  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

発生している問題がこのセクシ ョ ンで見つからない場合は、 第 2 章を参照して
ください。 以下の情報を活用する と、 第 2 章の包括的な内容を参照せずに問題
を解決できる こ とがあ り ます。

ディスプレイの問題

コ ンピ ュータの電源をオン
にしても、 画面に何も表示
されない。

• それでも何も表示されない場合は、 次のこ と を確認
して ください。

- バッテリが正し く取り付け られているか。

- AC アダプタがコンピュータに接続され、 電源
コー ドが正常なコンセン ト に差し込まれている
か。

- コンピュータの電源がオンになっているか （確認
のため、 電源ボタンをも う一度押して ください）。

- メモ リが正し く取り付け られているか。

• これら の項目が正し く設定されていて、 画面に何も
表示されない場合は、 コンピュータの修理を依頼し
て ください。

コ ンピ ュータの電源をオン
にすると、 何も表示されて
いない画面に白いカーソル
だけが表示される。

• Windows 環境にバッ クア ップフ ァ イルを復元する

か、 OneKey Recovery を使用して、 出荷時のシステ

ムパーティ シ ョ ン （C ド ラ イブ） の内容に戻しま

す。 それでも画面にカーソルしか表示されない場合
は、 コンピュータの修理を依頼して ください。
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コ ンピ ュータの電源がオン
になっている間に、 画面に
何も表示されな くなる。

• スク リーンセーバーまたは省電力機能が有効になっ
ている可能性があ り ます。 次のいずれかの操作を
行って、 スク リーンセーバーを終了するか、 ス リー
プモー ド または休止モー ドか ら復帰して ください。

- タ ッチパッ ド に触れます。

- キーボー ド上のいずれかのキーを押します。

- 電源ボタンを押します。

- Fn+F2 を押して、 LCD 画面の電源が切れている こ
と を確認します。

パスワー ドの問題

パスワー ド を忘れてしま っ
た。

• ユーザーパスワー ド を忘れた場合、 Lenovo 認定の

サービス代理店またはマーケティ ング代理店にコン
ピュータをお預けいただき、 パスワー ド の変更をご
依頼いただ く こ と にな り ます。

• HDD パスワー ド を忘れてしま った場合、 Lenovo 認

定のサービス代理店でパスワー ド の リセッ ト および
ハー ドディ スクから のデータの復元を行う こ とはで
きません。 Lenovo 認定のサービス代理店または

マーケティ ング代理店にコンピュータをお預けいた
だき、 ハー ドディ スク ド ライブの交換をご依頼いた
だ く こ とにな り ます。 その際は、 購入を証明する も
のが必要です。 また、 部品やサービスが有料になる
場合があ り ます。
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• スーパーバイザパスワー ド を忘れてしま った場合、
Lenovo 認定のサービス代理店でパスワー ド の リ

セッ ト を行う こ とはできません。 Lenovo 認定の

サービス代理店またはマーケティ ング代理店にコン
ピュータをお預けいただき、 システムボー ド の交換
をご依頼いただ く こ とにな り ます。 その際は、 購入
を証明する ものが必要です。 また、 部品やサービス
が有料になる場合があ り ます。

キーボー ドの問題

文字を入力すると、 数字が
表示される。

• NumLock 機能がオンになっています。 無効にする

には、 Fn + Insert を押します。

スリ ープまたは休止の問題

コ ンピ ュータが突然ス リ ー
プモー ド になる。

• プロセッサの温度が高くな りすぎると、 コンピュー
タは自動的にス リープモード になり、 コンピュータ
を冷却して、 プロセッサと他の内部コンポーネン ト
を保護します。 ス リープモード の設定をチェ ッ クし
て ください。

コ ンピ ュータが、 起動時の
セルフテス ト (POST) の直

後にス リ ープモー ド に入
る。

• 次のこ とを確認して ください。

- バッテリが充電されているか。

- 動作温度が、 許容される範囲内にあるか。
69 ページの 「付録 B ： ご使用とお手入れ」 を参照
して ください。

メモ  : バッテ リが充電され、 温度が範囲内にある場合は、 コンピュータの修理を依頼
して ください。
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バッテ リ切れエラーとい う
メ ッセージが表示され、 コ
ンピ ュータが即時にオフに
なる。

• バッテ リ電源の残量が少な く なっています。 コン
ピュータに AC アダプタを接続するか、 フル充電し

たバッテリ に交換して ください。

コ ンピ ュータがス リ ープ
モー ド から復帰せず、 動作
しない。

• コンピュータがス リープモー ドか ら復帰しない場
合、 バッテ リ の消耗によ り 、 自動的に休止モー ド に
なった可能性があ り ます。 電源インジケータを
チェ ッ ク して ください。

• コンピュータがス リープモー ド の場合、 コンピュー
タに AC アダプタを接続し、 任意のキーまたは電源

ボタンを押します。

• コンピュータが休止モー ド または電源オフ状態に
なっている場合、 コンピュータに AC アダプタを接

続し、 電源ボタンボタンを押して、 操作を再開して
ください。

メモ  : それでもス リープモー ドか ら復帰しない場合、 システムが応答しな く なったた
め、 コンピュータの電源をオフにできません。 コンピュータを リセッ ト して く
ださい。 未保存のデータは失われる可能性があ り ます。 コンピュータを リセッ
トするには、 電源ボタンを 4 秒以上押し続けて ください。 それでも コンピュー

タを リセッ ト できない場合は、 AC アダプタ とバッテ リ を取り外して ください。
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コンピュータ画面の問題

画面に何も表示されない。 • 次のこ とを実行して ください。

- AC アダプタまたはバッテリ を使用していて、
バッテ リ のステータスインジケータがオンの場合
は、 Fn +  を押して、 画面を明る く します。

- 電源インジケータが点滅している場合は、 電源ボ
タンボタンを押してス リープモー ド を終了しま
す。

- それでも問題が解決しない場合は、 次の 「画面が
判読不能またはゆがんでいる」 の解決策を実行し
て ください。

- Fn+F2 を押して、 LCD 画面の電源が切れている こ
と を確認します。

画面が判読不能またはゆが
んでいる。

• 次のこ とを確認して ください。

- ディ スプレイデバイス ド ライバが正し く インス
ト ールされているか。

- 画面の解像度と色品質が正し く設定されている
か。

- モニタのタイプは正しいか。

画面に間違った文字が表示
される。

• オペレーティ ングシステムやアプリ ケーシ ョ ンプロ
グラムを正し く インス ト ールしましたか。 インス
ト ールと構成が正しい場合は、 コンピュータの修理
を依頼して ください。
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サウン ドの問題

音量を上げても、 スピー
カーから音が出ない。

• 次のこ とを確認して ください。

- ミ ュー ト機能がオフになっているか。

- ヘッ ド ホン端子が使用されていないか。

- スピーカーが再生デバイスと して選択されている
か。

バッテリの問題

バッテ リ残量インジケータ
が空になる前にシャ ッ ト ダ
ウンされる。
- または -
バッテ リ ステータス
インジケータが空の表示を
していても、 コ ンピ ュータ
が動作する。

• バッテ リ を放電してから、 再充電して ください。

フル充電したバッテ リ の動
作時間が短い。

• 詳細については、 第 2 章の 「バッテ リ を取り扱う」

を参照して ください。

コ ンピ ュータがフル充電し
たバッテ リで動作しない。

• バッテ リ の過電流保護装置が働いている可能性があ
り ます。 コンピュータの電源を 1 分間オフにして保

護装置を リセッ ト し、 も う一度電源をオンにして く
ださい。

バッテ リ を充電できない。 • 詳細については、 第 2 章の 「バッテ リ を取り扱う」

を参照して ください。
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ハー ドディスク ド ライブの問題

ハー ドディ スク ド ライブが
動作しない。

• BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト ア ップユーティ

リテ ィ ） の 「Boot （ブー ト ）」 メニューで、 ハー ド

ディ スク ド ラ イブの 「Boot priority order （始動優

先順位）」 が正し く設定されている こ と を確認して
ください。

スター ト アップの問題

Microsoft® Windows オペ

レーティ ングシステムが起
動しない。

• OneKey Rescue System を使用して問題を解決する

か、 問題を特定して ください。 OneKey Rescue 
System について詳し く は、 38 ページの 「第 4 章 ：

OneKey Rescue System」 を参照して ください。

OneKey Rescue System の問題

バッ クアップを作成できな
い。

• 現在 Windows オペレーティ ングシステムが使用さ

れていません。

• バッ クア ップデータを保存するのに十分な空き容量
があ り ません。 システムパーティ シ ョ ン （C ド ラ イ

ブ） のハー ドディ スク空き容量を増やす必要があ り
ます。

システムパーテ ィ シ ョ ンを
出荷時デフ ォル ト に復元で
きない。

• パーティ シ ョ ンサイズや C ド ラ イブ容量などのシス

テムパーティ シ ョ ンが変更されています。
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その他の問題

コ ンピ ュータが応答しな
い。

• コンピュータの電源を切るには、 電源ボタンボタン
を 4 秒以上押し続けて ください。 それでもコン

ピュータが応答しない場合は、 AC アダプタとバッテ

リ を取り外して ください。

• 通信操作中、 コンピュータがス リープモー ド に入る
と、 コンピュータがロ ッ ク される こ とがあ り ます。

コ ンピ ュータが希望のデバ
イスから起動しない。

• BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト ア ップユーティ

リテ ィ ） の 「Boot （ブー ト ）」 メニューを参照して

ください。 必要なデバイスから コンピュータが起動
するよ う に、 BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト

ア ップユーテ ィ リテ ィ） で 「Boot priority order
（始動優先順位）」 が設定されている こ と を確認して
ください。

• コンピュータを起動するデバイスが有効になってい
る こ と も確認して ください。 BIOS Setup Utility 
（BIOS セッ ト ア ップユーティ リテ ィ ） の 「Boot
（ブー ト ）」 メニューで、 ハー ドディ スク ド ライブの
「Boot priority order （始動優先順位）」 にそのデバ

イスが含まれている こ と を確認して ください。

• コンピュータを起動するデバイスを選択するには、
コンピュータ起動時に Lenovo のロゴが表示されて

いる間に Fn+F11 キーを押します。
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接続した外付けデバイスが
動作しない。

• コンピュータの電源がオンになっている間は、 プラ
グアン ドプレイ (PnP) デバイス以外の外付けデバイ

スケーブルの接続や切断を行わないで ください。
コンピュータが損傷するおそれがあ り ます。

• 外付け USB 光ディ スク ド ラ イブなど消費電力の多

い外付けデバイスを使用する場合は、 外付けデバイ
スの電源アダプタを使用して ください。 そう しない
と、 デバイスが認識されず、 システムがシャ ッ ト ダ
ウンする こ とがあ り ます。
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バッ テリ の交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

バッテリを交換するには

1 コンピュータの電源を切るか、 休止モー ド にします。 AC アダプタ と

すべてのケーブルをコンピュータから取り外します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

メモ : Lenovo 提供のバッテリ のみを使用して ください。 他のバッテリ を使用する

と、 発火や爆発の恐れがあ り ます。
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3 バッテ リ ラ ッチをロ ッ ク解除の位置にして 、 矢印の方向にバッテ

リパッ クを取り外します 。 

4 フル充電されたバッテ リ を取り付けます。

5 コンピュータを元の位置に裏返します。 AC アダプタ とケーブルをコ

ンピュータに再度接続します。

a

a

b
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メ モリ の交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータのメモ リ スロ ッ ト で、 オプシ ョ ンで利用できる DDR3 
(double data rate) SO-DIMM (small outline dual inline memory module)
を取り付ける こ とで、 コンピュータのメモ リ容量を増加する こ とができま

す。 SO-DIMM は、 さまざまな容量のものがあ り ます。

SO-DIMM を取り付けるには、 以下の手順を実行して ください。

1 体の静電気を除去するために、 金属テーブルや接地している金属物に

触り ます。 静電気は、 SO-DIMM を損傷する恐れがあ り ます。

SO-DIMM の接触端に触れないで ください。

2 コンピュータの電源を切り ます。 AC アダプタ とすべてのケーブルを

コンピュータから取り外します。

3 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

4 バッテ リ を再度取り外します。

メモ : コンピュータでサポー ト されている メモ リ タイプのみを使用して ください。
誤ってオプシ ョ ンのメモ リ を取り付けた り 、 サポー ト されていないメモ リ タ
イプを取り付ける と、 コンピュータ起動時に警告音が鳴り ます。
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5 ハー ドディ スク ド ラ イブ / メモ リ のコンパー ト メン ト カバーを取り外

します。

a. コンパー ト メン ト カバーを固定しているネジを外します 。

b. コンパー ト メン ト カバーを取り外します 。

a

b
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6 2 つの SO-DIMM がすでにメモ リ スロ ッ ト に取り付け られている場合

は、 ソケッ ト両端のラ ッチを同時に外側に押して、 その う ちの 1 つを

外し、 新しい SO-DIMM を取り付けられるよ う にします。 後で使用で

きるよ う に、 古い SO-DIMM を取っておきます。

7 DIMM の刻み目のある側をソケッ ト に挿入します。

カチッ とい う音がして所定の位置に収まるまで、 DIMM をし っか り

と押します。 DIMM がスロ ッ ト にし っか り と固定され、 簡単には動

かないこ と を確認します。

8 コンパー ト メ ン ト カバーを再度取り付けます。

9 バッテ リ を再度取り付けます。

a a

b
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0 コンピュータを元に裏返し、 AC アダプタ とケーブルをコンピュータ

に再度接続します。

 

SO-DIMM が正し く取り付け られている こ と を確認するために、 以下を

行って く ださい。

1 電源を入れます。

2 起動時に F2 を押しておきます。 BIOS Setup Utility （BIOS セッ ト

ア ップユーテ ィ リテ ィ ） の画面が表示されます。 「Total Memory
（メモ リ総容量）」 の項目に、 コンピュータに設置されたメモ リ の

総容量が表示されます。

メモ : ご使用のコンピュータに DIMM を 1 つのみ使用する場合は、 SLOT-1 （ ：

上部スロ ッ ト ） ではな く 、 SLOT-0 （ ： 下部スロ ッ ト ） にカー ド を取り付

けます。

aab
bba

b

a
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ハード ディ スク ド ライブの交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

容量の大きいハードディスク ド ライブに交換するこ とで、 コンピュータの記憶

容量を増加するこ とができます。 新しいハードディスク ド ライブは Lenovo の

ビジネスパートナーまたはマーケティ ング代理店から購入できます。

ド ラ イブはきわめて精密にできています。 誤った取り扱いをする と、 ハー

ドディ スクのデータに損傷や永続的な損失を与える恐れがあ り ます。 ハー

ドディ スク ド ラ イブを取り外す前に、 ハー ドディ スク上のすべての情報の

コピーのバッ クア ップを取ってか ら、 コ ンピュータの電源を切って くださ

い。 システムが動作中、 ス リープモー ド中、 休止モー ド中に ド ラ イブを取

り外さないで ください。

メモ  : 
• ハー ドディ スク ド ライブは、 ア ップグレー ドする場合または修理をする場合の

み交換して ください。 ハー ドディ スク ド ラ イブのコネクタ とベイは頻繁な変更
や交換を想定して設計されていません。

• 光ハー ドディ スク ド ラ イブにはソ フ ト ウェアはあ らかじめインス ト ールされて
いません。

ハー ドディスク ド ライブの取り扱い

• ハー ドディ スク ド ラ イブを落と した り 、 物理的衝撃を与えた り しないで くだ
さい。 ド ラ イブは、 物理的衝撃を吸収する柔らかい布などの上に置いて くだ
さい。

• ド ラ イブのカバーに圧力を掛けないで ください。

• コネクタに触れないで ください。
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ハー ドディ スク ド ラ イブを交換するには、 以下の手順を実行して くださ

い。

1 コンピュータの電源を切り 、 AC アダプタ とすべてのケーブルをコン

ピュータから取り外します。

2 コンピュータディ スプレイを閉じ、 コンピュータを裏返します。

3 バッテ リパッ クを取り外します。

4 ハー ドディ スク ド ラ イブ / メモ リ のコンパー ト メン ト カバーを取り外

します。

a. コンパー ト メン ト カバーを固定しているネジを外します 。

b. コンパー ト メン ト カバーを取り外します 。

a

b
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5 フレーム固定ネジを外します。

6 矢印の方向にタブを引きます。

7 金属フレーム内に固定されているハー ドディ スク ド ラ イブを取り出し

ます。

8 ネジを外し、 金属フレームをハー ドディ スク ド ラ イブから取り外しま

す。

c

d

e
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第 6 章 ： デバイスのアップグレー ド と交換
9 金属フレームを新しいハー ドディ スク ド ラ イブに取り付け、 ネジを締

めます。

0 タブを上向きにし、 コネクタが向き合う よ う にして、 ハー ドディ スク

ド ラ イブをハー ドディ スク ド ラ イブベイにやさ し く置き、 所定の位置

にし っか り と押して入れます。

A フレーム固定ネジを再度取り付けます。

B コンパー ト メン ト カバーを再度取り付けます。

C ネジを再度取り付けます。

D バッテ リパッ クを再度取り付けます。

E コンピュータを元の位置に裏返します。 AC アダプタ とケーブルをコ

ンピュータに再度接続します。
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第 6 章 ： デバイスのアップグレー ド と交換
次の表に、 コンピュータに付属の CRU （お客様での取替え可能部品） の

一覧、 および交換手順についての参照先を示します。

セッ ト ア ップ

ポスター

ユーザーガイ ド

AC アダプタ O

AC アダプタ用電源コー ド O

バッテ リ O O

下部アクセス ド ア O

メモ リ O

ハー ドディ スク ド ライブ O
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
ヘルプ、 サービス、 または技術的な支援を必要と されるお客様や、

Lenovo コンピュータに関する詳しい情報を必要と されるお客様のために、

Lenovo はさまざまなサービスを用意しています。 こ こでは、 Lenovo コ

ンピュータに関する追加情報の入手先、 コンピュータに問題が起きたとき

の対処方法、 サービスが必要なときの連絡先を説明します。

Microsoft Service Pack は、 Windows 製品ア ップデー ト用の最新ソフ ト

ウェアソースです。 これらは、 Web ダウンロー ド （接続料金がかかる場

合があ り ます） またはディ スクから入手できます。 詳細な情報と リ ン クに

ついては、 Microsoft Web サイ ト (http://www.microsoft.com) にアクセス

して く ださい。 Lenovo による初期インス ト ール済み Windows 製品の

サービスパッ クのインス ト ールが必要な場合やインス ト ールに関する質問

がある場合は、 Lenovo の技術支援をご利用いただけます。
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
Web でのヘルプの利用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

WWW の Lenovo Web サイ ト には、 Lenovo コンピュータおよびサポー ト

に関する最新情報が掲載されています。 Lenovo ホームページのア ド レス

は、 http://consumersupport.lenovo.com です。

Lenovo IdeaPad™ コンピュータのサポー ト情報は、

http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。 問題の解決方法、

コンピュータの新しい使い方、 Lenovo コンピュータを さ ら に使いやす く

するオプシ ョ ンについて調べるには、 この Web サイ ト をご覧 ください。

カスタマーサポー トセンターに電話をかける  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

お客様がご自身で問題を解決しよ う と した後に、 やは り ヘルプが必要と

なった場合、 保証期間中であれば、 カスタマーサポー ト センターから電話

によるヘルプを利用し、 情報を入手できます。 保証期間中は、 次のサービ

スをご利用いただけます。

• 問題判別 : ハー ド ウェア障害が発生しているかど うかを判断し、 問題を

解決するために必要な処置を決定できるよ う に、 ト レーニングを受けた

担当者がお客様を援助します。

• Lenovo ハー ド ウェアの修理 : 問題が保証期間中の Lenovo ハー ド ウェ

アによるものと判断された場合、 ト レーニングを受けたサービス担当者

が必要に応じたサービスを提供します。
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
• 技術変更の管理 : 製品の販売後に、 変更が必要になる場合があ り ます。

Lenovo または Lenovo ビジネスパー ト ナーは、 お客様のハー ド ウェア

に適用可能な技術変更 (EC) を行います。

以下の項目は保証の対象外です。

• Lenovo によ って製造されていない部品や Lenovo 用に製造されていな

い部品、 または保証対象外の部品の交換または使用

• ソフ ト ウェアの問題の原因の識別

• インス ト ールまたはア ップグレー ド時における BIOS の構成

• デバイス ド ラ イバの変更、 修正、 またはア ップグレー ド

• ネッ ト ワークオペレーティ ングシステム (NOS) のインス ト ールおよび

保守

• アプリ ケーシ ョ ンプログラムのインス ト ールおよび保守

お使いの Lenovo ハー ド ウェア製品が保障期間中であるか、 いつ保証期限

が切れるかを確認するには、 http://consumersupport.lenovo.com を参照

して く ださい。

Lenovo ハー ド ウェアの保証書で、 Lenovo の保証条項の詳細をよ く お読

み ください。 保証サービスを受けるには、 購入を証明する書類を必ず保管

しておいて く ださい。
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
電話中、 技術支援担当者がコンピュータの問題の解決を一刻も早 く お手伝

いできるよ う、 できるだけコンピュータの近 く にいて ください。 電話され

る前に、 最新の ド ラ イバとシステムア ップデー トがダウンロー ド されてい

る こ と を確認し、 情報を記録したメモをお手元に用意して く ださい。 技術

支援に電話される ときは、 次の情報を用意しておいて ください。

• マシン番号およびモデル

• コンピュータのシ リ アル番号と購入を証明する書類

• 問題の説明

• システムのハー ド ウェアおよびソフ ト ウェアの構成情報

メモ  : カスタマーサポー ト センターの電話番号と営業時間の最新リ ス ト について
は、 http://consumersupport.lenovo.com のサポー ト Web サイ ト で確認して

ください。 お住まいの国または地域の番号が記載されていない場合は、
Lenovo ビジネスパー ト ナーまたは Lenovo の営業担当者にお尋ね ください。
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付録 A ： ヘルプとサービスの利用方法
海外でのヘルプの利用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

旅行にコンピュータを携帯した り 、 お使いの Lenovo マシン番号 （タイ

プ） が販売されている国にコンピュータを持ち込まれた りする場合、 国際

保証サービスを利用できる可能性があ り ます。 この場合、 保証期間を通し

て保証サービスを受ける資格が自動的に付与されます。 サービスは、 保証

サービスを行う許可を得たサービス提供業者が行います。

サービスの方式と手順は国によ って異な り 、 国によ って利用できないサー

ビスもあ り ます。 一部の国のサービスセンターでは、 特定のマシン番号の

特定のモデルに対してサービスを提供できない場合もあ り ます。 サービス

提供時に料金や制限が適用される国もあ り ます。

お使いのコンピュータが国際保証サービスの対象かど うか、 およびサービ

スを利用できる国の リ ス ト を確認するには、

http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

Lenovo 保証サービスの連絡先電話番号  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

保証サービスの連絡先電話番号

保証サービス提供者の電話番号の リ ス ト は、
www.lenovo.com/support/phone にあ り ます。 最新の保証サービス

の電話番号については、 Lenovo またはお住まいの国または地域のビ
ジネスパー ト ナーにお問い合わせ ください。
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付録 B ： ご使用とお手入れ
コ ンピュータの手入れ  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

コンピュータは、 通常の作業環境では安全に機能するよ う に設計されてい
ますが、 常識的に考えて扱う必要があ り ます。 次に、 コンピュータを最大
限に快適に使用するための重要なヒン ト を示します。

作業する場所と方法

• キーボー ド の上で食べた り喫煙した り しないで ください。 キーボー ド の

中に落下した粒子が損傷の原因となる場合があ り ます。

• ビニール袋による窒息の危険を避けるため、 梱包材はお子様の手が届か

ないと こ ろに置いて ください。

• コンピュータは、 磁石、 作動している携帯電話、 電化製品、 スピーカー

などか ら離して置いて く ださい （13 cm （5 インチ） の範囲内）。

• コンピュータを極端な温度環境 （5 °C / 41 °F 以下、 35 °C / 95 °F 以上）

下に置かないで く ださい。

• ポータブルデスク ト ップフ ァ ンや空気清浄機などの電化製品には、 マイ

ナスイオンを発する ものがあ り ます。 コンピュータを、 このよ うな電化

製品の近く に置いて長時間にわたってマイナスイオンにさ らすと、 静電

気的に帯電される こ とがあ り ます。 この帯電は、 キーボー ド に触れたと

きに手を通して放電されます。 または、 コンピュータの部品や、 コン

ピュータに接続されている コネクタや I/O デバイスを通して放電され

ます。 この種の静電放電 (ESD) は、 人体や服か ら コンピュータへの放

電とは対極的なものですが、 同様にコンピュータの誤動作が生じるおそ

れがあ り ます。
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コンピュータは、 静電気からの影響を最小限に留めるよ う に設計、 製造

されています。 しかしながら、 静電気がある限度以上になる と、 ESD
の危険が高ま り ます。 そのため、 マイナスイオンを発する電化製品の近

く でコンピュータを使用する ときは、 次の点に十分に注意して くださ

い。

- マイナスイオンをする電化製品からの空気に、 コ ンピュータを直接さ

ら さないで く ださい。

- このよ うな電化製品からなるべ く離れた場所にコンピュータや周辺機

器を保管して く ださい。

- できる限り 、 コ ンピュータを接地して安全な静電放電が行われるよ う

にして く ださい。

静電気に対する注意

オプシ ョ ンまたは CRU を取り扱うか、 コンピュータ内部の作業を行う

ときは、 静電気による損傷を避けるために以下の予防措置を講じて く だ

さい。

- 動作を制限する。 動く と、 周囲に静電気が蓄積される こ とがあ り ます。

- コンポーネン ト は常に注意して取り扱う。 アダプタ、 メモ リモジュー

ル、 およびその他の回路ボー ド を取り扱う ときは、 端を持って く ださ

い。 剥き出しになった回路には決して手を触れないで く ださい。

- 他の人がコンポーネン ト に触れないよ う にする。
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付録 B ： ご使用とお手入れ
- 静電気に弱いオプシ ョ ンまたは CRU を取り付ける際には、部品が入っ

ている静電気防止パッケージを、 コンピュータの金属の拡張スロ ッ ト

カバー、 またはその他の塗装されていない金属面に 2 秒間以上接触さ

せる。 これによ って、 パッケージや人体の静電気を放電する こ とがで

きます。

- 可能であれば、 静電気に弱い部品は、 静電気防止パッケージから取り

出した ら、 下に置かずに取り付ける。 これができない場合は、 静電気

防止パッケージを平らな場所に置き、 その上に部品を置く よ う にして

ください。

- コンピュータのカバーやその他の金属面の上に部品を置かないよ う に

する。

コンピュータをやさし く取り扱う

• ディ スプレイ とキーボー ド の間や、 キーボー ド の下に、 物 （紙を含みま

す） を置かないよ う にして ください。

• コンピュータ、 ディ スプレイ、 外部デバイスに対し、 重い物を落と した

り 、 ぶつけた り 、 載せた り しないで く ださい。 また引っか く 、 変形させ

る、 打つ、 揺らす、 押す、 など も行わないで ください。

• ディ スプレイを 135 ° 以上回転させないで く ださい。
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コンピュータを適切に持ち運ぶ

• コンピュータを移動する ときは、 必ず、 事前にすべてのメディ アを取り

外し、 接続しているデバイスの電源を切断して、 コー ドやケーブルを外

して く ださい。

• 移動する前に、 コンピュータはス リープモー ド か休止モー ド にするか、

電源を切断して ください。 これによ り 、 ハー ドディ スク ド ラ イブの損傷

やデータの損失を防ぐこ とができます。

• ディ スプレイを開いた状態でコンピュータを持ち上げる ときは、 コン

ピュータの底部を持って く ださい。 ディ スプレイを持ってコンピュータ

を持ち上げないよ う にして く ださい。

• 十分なク ッシ ョ ン機能と保護機能を提供する、 良質な携帯用ケースを使

用して く ださい。 荷物をた く さん詰め込んだスーツケースやバッグにコ

ンピュータを入れないよ う にして く ださい。

屋外での使用

• コンピュータを屋外に持ち出すときには、 事前に、 重要なデータのバッ

クア ップを取って く ださい。

• バッテ リがフル充電されている こ と を確認して く ださい。

• 電源を切断し、 LCD をきちんと閉めたこ と を確認して ください。

• コンピュータを車の中に置いたままにする ときは、 ばらばら にならない

よ う に後部座席に置いて く ださい。

• コンピュータ と共に、 AC アダプタ と電源コー ド を持ち運んで く ださ

い。
72



付録 B ： ご使用とお手入れ
記憶メディアと ド ライブを適切に扱う

• コンピュータに光ド ライブが付属している場合、 ディ スクの表面や ト レ

イのレンズに触れないで ください。

• CD や DVD が光ド ラ イブ中央にあるピボッ ト に収ま ってから （カチッ

と音がしてか ら） ト レ イを閉じて ください。

• ハー ドディ スクを取り付ける ときは、 ハー ド ウェアに付属の説明書に従

い、 必要でない限り 、 デバイスに力をかけないよ う にして ください。

データの安全性

• 不明なフ ァ イルを削除した り 、 ご自分で作成したものでないフ ァ イルま

たはディ レ ク ト リ の名前を変更しないで ください。 そう しないと、 コン

ピュータソフ ト ウェアが作動しな く なる場合があ り ます。

• ネッ ト ワーク リ ソースにアクセスする と、 コ ンピュータがウイルス、

ハッ カー、 スパイウェア、 およびその他の悪意ある活動の対象とな りや

す く 、 結果と してコンピュータ、 ソ フ ト ウェア、 またはデータが損傷す

るおそれがあ り ますので、 ご注意ください。

• フ ァ イアウォール、 ウイルス対策ソフ ト ウェア、 およびスパイウェア対

策ソフ ト ウェアによ って十分な保護を確保し、 これらのソフ ト ウェアを

最新の状態に保持するのは、 お客様の責任において行って ください。
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パスワー ドの設定

• パスワー ド を忘れないよ う にして く ださい。 ハー ドディ スクのスーパー

バイザパスワー ドやユーザーパスワー ド を忘れた場合、 認定のサービス

代理店がパスワー ド を リセッ トする こ とはしません。 システムボー ド ま

たはハー ドディ スク ド ラ イブの交換が必要になる こ とがあ り ます。

その他の重要なヒン ト

• バッテ リパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで く だ

さい。 バッテ リ を廃棄する場合は、 地方自治体の条例または規則、 およ

びお客様の会社の安全標準に従って ください。

• コンピュータに、 イーサネッ ト コネクタ とモデムコネクタの両方が装備

されている こ とがあ り ます。 その場合は、 コネクタが損傷しないよ う

に、 正しい方のコネクタに通信ケーブルを接続して く ださい。

• Lenovo 製品を登録して ください （次の Web ページを参照して ください : 
http://consumersupport.lenovo.com）。 登録していただ く と、 損失や盗

難の際に、 コンピュータがお手元に戻って く るよ うにお手伝いできます。

また、 Lenovo から、 技術情報やアップグレー ド に関するお知らせをお送

り いたします。

• コンピュータの分解や修理は、 認定された Lenovo 修理技術員に依頼し

て ください。

• ディ スプレイを開いたまま、 または閉じたままの状態で維持するため

に、 ラ ッチを改造した りテープで留めた り しないで く ださい。
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• AC アダプタを差し込んだ状態でコンピュータをひっ く り返した り しな

いでして く ださい。 アダプタプラグが破損する こ とがあ り ます。

• デバイスを交換する ときには、 コンピュータの電源を切断して く ださ

い。 または、 デバイスがウォームスワ ップまたはホッ ト スワ ップの状態

である こ と を確認して く ださい。

• 次のデバイスを取り付ける前に、 金属面や接地した金属に触って くださ

い。 身体にある静電気が軽減されます。 静電気によ ってデバイスが損傷

する こ とがあ り ます。

- メモ リ カー ド （SD カー ド 、 メモ リ スティ ッ ク、 マルチメディ アカー

ド 、 メモ リ ステ ィ ッ ク PRO カー ド など）

- メモ リモジュール

• SD カー ド などのフ ラ ッシュ メディ アカー ド との間でデータを転送する

ときは、 転送が完了するまで、 コンピュータをス リープモー ド または休

止モー ド にしないで ください。 これら のモー ド にする と、 データが損傷

する原因になる こ とがあ り ます。
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ユーザー補助と快適性 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

人間工学的な情報

仮想オフ ィ スで仕事をする こ とは、 頻繁に変わる環境に適応する こ とが言
外に含まれる こ とがあ り ます。 い く つかの単純なルールに従う こ とで、 物
事を簡単にし、 コンピュータか ら最大の恩恵を得る こ とができるよ う にな
り ます。 たとえば適切な照明や座り方などの、 基本的なこ とに注意する と、
パフ ォーマンスを改善し、 よ り快適に過ごすこ とができます。

メモ  : こ こ に挙げる例では、 従来型の設定で作業する人を取り上げています。 従来
型でない、 形式張らずに作業する場合でも、 こ こで示すヒン ト の多 くは役に
立ちます。 良い習慣をつける と、 それは効果となって表れます。
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旅行のときは

移動中または形式張らずにコンピュータを使用する場合の、 人間工学的に
みて最適な姿勢について説明する こ とは難しいかも しれませんが、 形式に
かかわ らず、 こ こで挙げた、 できるだけ多く のヒン ト を試してみて く ださ
い。 たとえば、 正しい姿勢で座り 、 十分な照明の下で作業をする と、 快適
さ とパフ ォーマンスについて期待するレベルを維持するのに役立ちます。

視力に関する問題

コンピュータのディ スプレイ画面は、 最高水準を満たすよ う に設計されて
お り 、 明瞭かつ鮮明なイ メージや、 大型で輝度の高いディ スプレイを提供
し、 見やす く なっています。 眼にも優し く設計されています。 当然ながら、
長い時間、 集中して眼を使う と疲れます。 眼の疲れや視覚的な不快感を感
じた場合は、 視力の専門医に相談して く ださい。
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メ ンテナンス   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コンピュータを所有する う えで、 メンテナンスを行う こ とは重要です。 適
切に手入れする と、 よ く あ る問題を避ける こ とができます。 次に、 コ ン
ピュータを順調に動作させるのに役立つ情報を提供します。

メンテナンスに関する一般的なヒン ト

1 ときどき、 ハー ドディ スク ド ラ イブの容量を確認して く ださい。 ハー

ドディ スク ド ラ イブがいっぱいにな り過ぎる と、 Windows® の動作速

度が低下し、 問題が生じる こ とがあ り ます。

2 定期的にごみ箱を空にします。

3 ハー ドディ スク ド ラ イブで定期的に Microsoft 社のディ スクデフ ラグ

ツールを使用して、 データのシークタイムや読み取り時間を改善しま

す。

• ディ スクの空き領域を増やすには、 使用しないアプリ ケーシ ョ ンプログ

ラムをアンインス ト ールします。

• 電子メールのク ラ イアン トプログラムから、 受信ト レイ、 送信済み、 ご

み箱フ ォルダを空にします。

• 少な く と も週に 1 回、 データのバッ クア ップを行う よ う にします。 重要

なデータがある場合は、 日次バッ クア ップを行う こ と をお勧めします。

Lenovo には、 コンピュータで利用できるバッ クア ップオプシ ョ ンが数

多く用意されています。 CD-RW ド ラ イブまたは CD-RW/DVD ド ラ イ

ブは大部分のコンピュータで利用できます。
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• システム リ ス ト アを使用するか、 スケジュールを設定して、 定期的にシ
ステムのスナップシ ョ ッ ト を撮り ます。

• 必要に応じて、 デバイス ド ライバと BIOS を更新します。

• http://consumersupport.lenovo.com でマシンのプロ フ ァ イルを登録

し、 現在の ド ライバと リ ビジ ョ ンが最新の状態になるよ う にします。

• その他の Lenovo 以外のハー ド ウェアについて、 デバイス ド ラ イバを最

新の状態に保ちます。 デバイス ド ライバを更新する前に、 互換性や既知

の問題について、 リ リース ノー ト を読むこ と をお勧めします。

• 記録を保管します。 記録する内容には、 ハー ド ウェアやソフ ト ウェアの

主要な変更、 ド ラ イバの更新、 発生した問題とその解決方法について含

める こ と をお勧めします。

• OneKey Rescue System でコンピュータの リ カバリー操作を実行する必

要がある場合、 38 ページの 「第 4 章 ： OneKey Rescue System」 を参照

して ください。

• 必要であれば、 お住まいの国のカスタマーサポー ト センターを Web サ

イ ト  http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。 
カスタマーサポー ト センターに電話を掛ける ときは、 マシンのタイプ、
モデル、 シ リ アル番号を用意し、 コンピュータが近く にあるよ う にして
く ださい。 また、 コ ンピュータにエラーコー ドが表示される場合は、 エ
ラー画面を保存するか、 メ ッセージを書き留めてお く と参考にな り ま
す。

メモ  : 新規ド ラ イバのインス ト ール、 ソ フ ト ウ ェアの更新、 または新規ソフ ト ウェ
アのインス ト ールを行う ときは、 必ず、 事前に、 システムのスナップシ ョ ッ
ト を撮って ください。
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コンピュータカバーのク リ ーニング

ときどき、 コンピュータを次のよ う にク リーニングします。

1 低刺激の台所用洗剤 （研磨剤や、 酸やアルカ リ などの強い薬品を含ま

ないもの） の混合液体を用意します。 水 5 : 洗剤 1 の割合で混ぜ合わ

せます。

2 希釈した洗剤をスポンジに含ませます。

3 スポンジを絞って余分な水分を取り除きます。

4 スポンジを円を描く よ う に動かしてカバーをふき取り ます。 余分な水

分が滴り落ちないよ う に気を付けて ください。

5 表面を拭いて、 洗剤をふき取り ます。

6 スポンジを流水で洗います。

7 きれいなスポンジでカバーをふき取り ます。

8 乾いた柔らかい布を使用して、 も う一度表面をふき取り ます。

9 表面が完全に乾く のを待ってから、 コ ンピュータの表面から布の繊維

を取り除きます。

メモ  : コンピュータのク リーニングを行う前に、 コンピュータをシャ ッ トダウン
し、 電源コー ド を外して ください。
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コンピュータキーボー ドのク リ ーニング

1 摩擦用イソプロピルアルコールを、 ほこ り の付いていない柔らかい布

に含ませます。

2 キー ト ップの表面を、 この布でふき取り ます。 キーは 1 つずつふき取

り ます。 一度に複数のキーをふき取る と、 隣接するキーに布が引っか

かってキーが損傷する こ とがあ り ます。 キーの上や、 キーの間に、 水

分が滴り落ちないよ う に気を付けて く ださい。

3 乾かします。

4 キーの下にあるごみやほこ り を取り除 く のに、 ブラシ付き送風機や、

ヘア ド ライヤの冷気を使用できます。

メモ  : ディ スプレイやキーボー ド にク リーナーを直接吹き付ける こ とはしないで く
ださい。
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コンピュータディスプレイのク リ ーニング

1 乾いた柔らかい布を使用して、 ディ スプレイをやさ し く ふき取り ま

す。 ディ スプレイに引っ掻いたよ うな跡がある場合は、 カバーを外側

から押したときにキーボー ドが当たってついた汚れである こ とが考え

られます。

2 乾いた柔らかい布を使用して、 その汚れをやさ し く ふき取り ます。

3 汚れが落ちない場合は、 水、 または水と イソプロピルアルコールを

1 対 1 の割合で混ぜ合わせた液体 （不純物を含まないもの） で柔らか

い布を湿らせます。

4 できる限り強 く絞り ます。

5 も う一度、 ディ スプレイをふき取り ます。 コンピュータに水分が滴り

落ちないよ う に気を付けて く ださい。

6 ディ スプレイが乾く のを待って、 閉じます。
82



付録 C ： Lenovo 保証規定
L505-0010-01 04/2008

この 「Lenovo 保証規定」 は、 お客様が再販売の目的でな く自己使用の目

的で購入する Lenovo ブラン ド のハー ド ウェア製品にのみ適用されます。

他の言語版の 「Lenovo 保証規定」 は、 www.lenovo.com/warranty でご

覧いただけます。

本保証の適用対象

Lenovo は、 お客様が購入された各ハー ド ウェア製品が保証期間中の通常

の使用下で良好に稼働する こ と を保証します。 製品の保証期間は、

Lenovo が書面によ り別途規定 ・ 通知する以外は、 お客様の納品書または

領収書に記載された購入日から開始します。 製品に適用される保証期間お

よび保証サービスの種類は、 下記の 「保証情報」 で指定されています。

本保証は、 お客様に提供される保証のすべてを規定したもので、 法律上の

瑕疵担保責任、 商品性の保証および特定目的適合性の保証を含むすべての

明示も し く は黙示の保証責任または保証条件に代わる ものと します。 国ま

たは地域によ っては、 法律の強行規定によ り保証責任の制限が禁じ られる

場合、 強行規定の制限を受ける ものと します。 この場合の保証も、 法律の

定める範囲のみに適用され、 保証期間内に限定されます。 当該保証期間終

了後は、 いかなる保証も適用されません。 国または地域によ っては、 法律

の強行規定によ り 、 保証の適用期間の制限が禁じ られている場合、 強行規

定の制限を受ける ものと します。
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保証サービスの利用方法

製品が保証期間中に仕様どお り の良好な稼働状態でな く なった場合には、

Lenovo または認定サービス提供者に連絡して保証サービスを受ける こ と

ができます。 これら を総称して 「サービス提供者」 といいます。 サービス

提供者とその電話番号の リ ス ト は、 www.lenovo.com/support/phone に
あ り ます。

保証サービスは、 すべての地域で利用可能である とは限り ません。 地域ご

とに異なる場合があ り ます。 サービス提供者の通常のサービス地域以外で

は料金がかかる場合があ り ます。 地域に固有の情報については、 お近 く の

サービス提供者にお問い合わせ ください。

問題を解決するためにサービス提供者が行うこと

サービス提供者にサービスを依頼する場合は、 指定された問題の判別と解

決の手順に従って く ださい。

サービス提供者は、 電話、 電子メール、 または リモー ト ・ アシスタンスを

通じた対応によ り 、 問題の診断と解決を試みます。 サービス提供者から、

所定のソフ ト ウェア更新をダウンロー ド し、 インス ト ールするよ う に指示

される場合があ り ます。
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問題によ っては、 お客様自身で導入する交換用部品を使用して解決できる

ものがあ り ます。 このよ うな部品は、 「お客様での取替え可能部品」 また

は 「CRU」 と言います。 この場合、 サービス提供者はお客様が導入でき

るよ う に CRU を出荷します。

電話または リモー ト ・ アシスタンスを通じた対応も し く はソフ ト ウェアの

更新、 またはお客様による CRU の導入によ っても問題を解決できない場

合には、 サービス提供者は、 「保証情報」 で製品に対して指定された保証

サービスの種類に基づきサービスを手配します。

サービス提供者が、 製品を修理できないと判断する場合は、 少な く と も機

能的に同等の製品と交換します。

サービス提供者が製品を修理も し く は交換できないと判断する場合は、 お

客様は、 この製品を購入元または Lenovo に返却する こ とによ り 、 支払済

代金の返金を受ける こ とができます。
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製品または部品の交換

保証サービスが製品または部品の交換を伴う場合、 交換された旧製品また

は部品は Lenovo の所有と し、 交換製品または部品はお客様の所有とな り

ます。 購入時のまま変更されていない製品または部品のみが、 交換の対象

とな り ます。 交換製品または部品は新品でない場合もあ り ますが、 良好に

稼動し、 少な く と も交換された旧製品または部品と機能的に同等のものと

な り ます。 交換製品または部品は、 交換された旧製品または部品の残る保

証期間が満了するまで、 保証の対象とな り ます。

サービス提供者が製品または部品の交換を行う前に、 お客様は次の各項に

同意する ものと します。

1 保証が適用されないすべての機構、 部品、 オプシ ョ ン、 改造物、 付加

物を取り外すこ と。

2 製品または部品の交換を妨げる担保等の法的制約がないこ と を確認す

る こ と。

3 お客様が交換する製品または部品の所有者でない場合、 サービス提供

者がサービスを提供する こ とについて、 製品または部品の所有者から

承諾を得る こ と。
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お客様のその他の責任

サービスを受ける前に、 お客様は次の各項に同意する ものと します。

1 サービス提供者が指定するサービス要求の手順に従う こ と。

2 製品に含まれるすべてのプログラムおよびデータを安全に保管する こ

と。

3 サービス提供者にすべてのシステム ・ キーまたはパスワー ド を提供

し、 サービス提供者が適時かつ安全に作業を行う こ とができるよ う に

する こ と。

4 個人を特定する、 または特定し得るすべての情報 （「個人データ」） が

製品か ら削除されている こ と、 また削除しなかった個人データについ

て、 適用されるいかなる法律をも遵守している こ と を確認する こ と。

個人情報の使用

お客様が本保証に基づいてサービスを受ける場合、 Lenovo は、 お客様の

保証サービスおよび連絡先情報 （名前、 電話番号、 住所、 電子メール ・ ア

ド レスなど） に関する情報を保管、 使用、 および処理します。 Lenovo は

この情報を使用して、 本保証に基づ くサービスを実行し、 お客様と

Lenovo とのビジネス上の関係を改善します。 保証サービスに関するお客

様の満足度調査、 または製品の リ コールまたは安全上の問題の通知のため

に、 Lenovo からお客様にご連絡させていただ く場合があ り ます。 これら

の目的の実現において、 Lenovo が事業を行う任意の国にお客様の情報を

転送し、 Lenovo のために業務を行う事業者に提供する場合があ り ます。
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また、 法律によ り要求される場合、 Lenovo はその情報を開示する場合が

あ り ます。

本保証の適用除外

本保証は、 以下のものには適用されません。

• 製品の実行が中断しないこ と、 も し く はその実行に誤りがないこ と

• データの喪失、 または損傷

• 製品に付属していたか、 後に導入されたかにかかわらず、 すべてのソフ

ト ウェア ・ プログラム

• 誤用、 事故、 変更、 自然災害、 電源の過電流、 Lenovo 所定の設備条件

および稼動環境に合致しない環境、 またはお客様によ ってなされた不適

切な保守から生じる故障または損傷

• Lenovo の認定しないサービス ・ プロバイダーによ ってなされた損傷

• 他社製品に起因する故障または損傷。 こ こでい う 「他社製品」 にはお客

様のご要望によ り Lenovo が提供する、 または Lenovo 製品に組み込む

他社製品を含みます

• 技術的またはその他のサポー ト （例えば、 使用方法、 製品のセッ ト ア ッ

プや導入に関する問い合わせに対する回答など）

製品または部品の ID ラベルが変更も し く は取り外された製品についての

保証は無効とな り ます。
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責任の制限

お客様の製品が 1) サービス提供者の占有下にある場合、 および 2) サービ

ス提供者の責任で輸送中の場合における製品の滅失破損については

Lenovo の責任と します。

Lenovo もサービス提供者も、 製品に含まれる機密データ、 専有データま

たは個人データを含むお客様のデータについては責任を負いません。 お客

様は、 製品の保証サービスを受ける際、 または返却する前に、 これらの情

報を製品から削除するか、 バッ クア ップを取って く ださい。

Lenovo の責に帰すべき事由に基づ く損害に対して、 お客様が Lenovo に

救済を求める状況が発生する場合があ り ます。 いずれの場合においても、

お客様の Lenovo に対する請求理由 （契約不履行、 過失、 不実表示または

不法行為等を含みます。） の内容を問わず、 Lenovo の賠償責任は （適用さ

れる法律によ り 、 かかる責任の免除または制限が許されていない場合を除

き）、 お客様に現実に発生した通常かつ直接の損害に対し、 製品の支払済

みの総額を限度額とする金銭賠償責任に限られます。 上記の制限は、 法的

に Lenovo の責に帰する身体 （生命を含みます。） および有体物に対する

賠償責任には適用されません。

この責任の制限は、 Lenovo のサプライヤー、 ビジネスパー ト ナーおよび

サービス提供者にも適用される ものと します。 上記限度額は Lenovo、 サ

プラ イヤー、 ビジネスパー ト ナーおよびサービス提供者が共同で負う責任

の限度を規定する ものです。
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いかなる場合においても、 LENOVO、 LENOVO のサプライヤー、 ビジ

ネスパー ト ナーおよびサービス提供者は、 その予見の有無を問わず、 発生

した以下のものについては賠償責任を負いません。 1) 第三者から の賠償請

求に基づ く損害、 2) データの喪失、 または損傷、 3) 特別損害、 付随的損

害、 直接または間接損害およびその他の経済的拡大損害 （逸失した利益、

ビジネス上の収益、 信用あるいは節約すべか り し費用を含む）。 国または

地域によ っては、 法律の強行規定によ り 、 付随的損害または間接損害に対

する責任の制限が適用されない場合があ り ます。

紛争の解決

お客様が製品をカンボジア、 イン ド ネシア、 フ ィ リ ピン、 ベ ト ナム、 また

はス リ ランカで購入した場合、 本保証に起因する、 あるいは本保証に関連

した紛争は、 シンガポールにおける仲裁によ り最終的に解決され、 本保証

は、 法律の矛盾に関する場合を除き、 シンガポールの法律に従って規律、

解釈、 実施される ものと します。 お客様が製品をイン ド で購入した場合、

本保証に起因する、 あるいは本保証に関連した紛争は、 イン ド共和国バン

ガロールにおける仲裁によ り最終的に解決される ものと します。 シンガ

ポールにおける仲裁は、 紛争発生時に有効な Singapore International 
Arbitration Center (SIAC) の規則に従って行われる ものと します。 イン ド

における仲裁は、 紛争発生時に有効なイン ド の法律に従って行われる もの

と します。 仲裁の裁定は最終的なものであ り 、 異議申し立てな く当事者双

方に対する拘束力を持つこ と にな り ます。 仲裁の裁定は書面にされ、 事実

認定と法律の結論とを記述します。 すべての仲裁手続きは、 提示されたす

べての文書を含め、 英語で執り行われるものと します。 仲裁手続きにおい
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て、 本保証規定の英語版の効力は、 他の言語版の保証規定よ り も優先され

ます。

その他の権利

本保証は、 お客様に一定の法的権利を与えてお り ますが、 その一部につい

ては国または地域によ って異なる場合があ り ます。 お客様は、 適用される

法律または LENOVO との書面による合意に基づいて、 その他の権利を有

する場合があ り ます。 本保証は、 消費財の販売を統制する適用国内法の定

めによるお客様の権利を変更する ものではあ り ません。

欧州経済領域 (EEA)

EEA のお客様は、 Lenovo の以下のア ド レスに連絡を取る こ とができま

す。 EMEA Service Organisation, Lenovo (International) B.V., Floor 2, 
Einsteinova 21, 851 01, Bratislava, Slovakia。 EEA 諸国で購入された

Lenovo ハー ド ウェア製品に対する本保証規定に基づ く サービスは、

Lenovo が製品を発表し販売する EEA 諸国で受ける こ とができます。
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保証情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
製品また
はマシン
のタイプ

購入した国または地域 保証期間
保証サー
ビスの種

類

ノー トブッ ク :
20033, 6909

台湾

部品および保守作業 - 
1 年
バッテリパッ ク - 1 年

3, 4

イン ド 、 中国 （香港特別自治区）、
中国 （マカオ特別自治区）

1, 4

イン ド ネシア、 マレーシア、 シン
ガポール、 タイ、 フ ィ リ ピン、 ベ
ト ナム、 南アフ リ カ、 フ ランス、
アメ リ カ合衆国、 カナダ、 メキシ
コ、 ブラジル、 オース ト リ ア、 ベ
ルギー、 デンマーク、 フ ィ ンラン
ド 、 ド イツ、 イスラエル、 アイル
ラン ド 、 イタ リ ア、 オランダ、 ノ
ルウェー、 スペイン、 スウェーデ
ン、 スイス、 イギリ ス、 リ ト アニ
ア、 ラ ト ビア、 ク ロアチア、 エジ
プ ト 、 ギリ シャ、 ルーマニア、
サウジアラビア、 UAE

オース ト ラ リ ア、 ニュージーラン
ド 、 日本

1, 3

ロシア
部品および保守作業 - 
2 年
バッテリパッ ク - 1 年

4

ウク ライナ、 カザフスタン共和国、
ス リ ランカ

部品および保守作業 - 
1 年
バッテリパッ ク - 1 年

ポーラン ド 、 トルコ、
チェ コ共和国、 ハンガリー

部品および保守作業 - 
2 年
バッテリパッ ク - 1 年

1, 4
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必要に応じて、 サービス提供者は、 ご使用の製品に指定された保証サービス

の種類および利用可能なサービスに応じて、 修理または交換サービスを提供

します。 サービスのご提供スケジュールは、 お客様のお問い合わせの時間、

および部品の在庫状況などによって異なり ます。

保証サービスの種類

1 お客様での取替え可能部品 (CRU: Customer Replaceable Unit) サー

ビス

CRU サービスでは、 サービス提供者は、 お客様がご自身で導入する CRU 
を出荷します。 CRU についての情報および交換手順のご案内は、 製品と

一緒に出荷されます。 また、 お客様はこれら をいつでも Lenovo に要求

し、 入手する こ とができます。 お客様ご自身で容易に導入できる CRU は
Self-service CRU と呼ばれます。 一方、 Optional-service CRU には多少の

技術スキルとツールが必要な場合があ り ます。 Self-service CRU の導入は

お客様ご自身の責任で行っていただきます。 対象の製品に関して指定され

た保証サービスの種類に基づき、 サービス提供者に Optional-service CRU 
の導入を要請する こ と もできます。 Lenovo か らのご購入の場合、 お客様

の代わ り に Lenovo が Self-service CRU を導入する、 有償のオプシ ョ ン ・

サービスをご利用頂ける場合があ り ます。 CRU とその指定の リ ス ト は、

製品に同梱された資料に記載されています。 または、

www.lenovo.com/CRUs から も入手できます。 故障した CRU を返却する

必要があるかど うかについては、 交換用 CRU に同梱される資料に指定す

る ものと します。 返却が必要な場合は、 1) 返却の指示、 送料前払いの返却

用出荷ラベル、 および返送用梱包材が交換用 CRU に付属し、 2) お客様

が、 故障した CRU を交換用 CRU の受領から 30 日以内に返却しない場
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合、 サービス提供者よ り交換用 CRU の代金を請求させていただ く場合が

あ り ます。

2 オンサイ ト ・ サービス

オンサイ ト ・ サービスでは、 サービス提供者がお客様の製品設置場所で製

品の修理または交換を行います。 お客様は、 Lenovo 製品の分解および再

組み立てを行う こ とができる適切な作業場を提供する必要があ り ます。 製

品によ っては、 修理のために、 サービス提供者が製品を指定されたサービ

ス ・ センターに送付する必要が生じる場合があ り ます。

3 クー リエ ・ サービス

クー リエ ・ サービスでは、 製品は、 サービス提供者が手配する配送によ

り 、 指定のサービス ・ センターで修理または交換されます。 製品の接続を

外すのは、 お客様の責任で行います。 指定されたサービス ・ センターにお

客様が製品を返送するための輸送用コンテナーが提供されます。 輸送業者

が製品を回収し、 指定されたサービス ・ センターに配送します。 修理また

は交換後、 サービス ・ センターは、 お客様に製品を返送する手配をしま

す。

4 持ち込みまたは郵送サービス

持ち込みまたは郵送サービスでは、 製品は、 お客様が手配する配送によ

り 、 指定されたサービス ・ センターで修理または交換されます。 お客様

は、 サービス提供者が指定する方法で （別途定める場合を除き、 お客様に

よる送料前払いで）、 適切に梱包された製品を、 指定された場所に配送ま

たは郵送します。 製品の修理または交換後、 お客様が回収できるよ う にし

ます。 製品が回収されない場合、 サービス提供者は、 適当と考える方法で
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製品を廃棄する場合があ り ます。 郵送サービスの場合、 別途サービス提供

者が定める場合を除き、 Lenovo の費用負担で製品をお客様に返送します。

5 製品交換サービス

製品交換サービスでは、 Lenovo がお客様のも とに交換用の製品を発送し

ます。 製品の取り付けと動作の検証は、 お客様の責任とな り ます。 交換用

の製品は、 故障した製品と引き換えにお客様の所有とな り 、 故障した製品

は Lenovo の所有とな り ます。 故障した製品は、 交換用製品の発送に使用

された配送用段ボールに入れて、 Lenovo にご返送ください。 送料は、

Lenovo からの発送およびお客様から Lenovo へのご返送のいずれにつき

ましても、 Lenovo にて負担します。 交換用製品が入れられていた段ボー

ルを使用しなかったために、 故障した製品が配送中に損傷した場合、 お客

様の責任となる場合があ り ます。 お客様が、 交換用製品を受領してから

30 日以内に故障した製品を返却しない場合、 Lenovo は交換用製品の代金

を請求させていただ く場合があ り ます。
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お客様での取替え可能部品 (CRU) とは、 お客様にア ップグレー ドや交換

を行っていただ く こ とができる コンピュータ部品のこ とです。 CRU には

内蔵と外付けの 2 種類があ り ます。 外付け CRU は取り付けが簡単です。

内蔵 CRU は多少のスキルが求め られ、 スク リ ュー ド ラ イバなどの道具が

必要になる こ とがあ り ます。 内蔵 CRU も外付け CRU もお客様が安全に

取り外すこ とができます。

外付け CRU の交換についてはすべて、 お客様の責任において行って くだ

さい。 内蔵 CRU は、 お客様ご自身で取り外し と取り付けの作業を行って

いただ く こ とができます。 保証期間中であれば Lenovo サービス技術員が

担当させていただ く こ と も可能です。

コンピュータには次の外付け CRU が付属しています。

• 外付け CRU （プラグ接続可能） ： これら の CRU はコンピュータからプ

ラグを抜きます。 この種類の CRU の例と して、 AC アダタや電源コー

ドが挙げられます。

• ラ ッチ付きの外付け CRU ： これら の CRU には、 部品の取り外しや交

換ができるよ う にラ ッチが付いています。 この種類の CRU の例と し

て、 ノー ト ブッ クのメ インバッテ リ 、 ハー ドディ スク ド ラ イブが挙げら

れます。
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コンピュータには次の内蔵 CRU が搭載されています。

• 内蔵 CRU （ア クセスパネル背面部） ： これら の CRU はコンピュータ内

部で分離されている部品で、 アクセスパネルで封じ られています。 ア ク

セスパネルは、 一般に、 1 ～ 2 個のネジで固定されています。 アクセス

パネルを外すと、 一部の CRU を確認できます。 この種類の CRU と し

て、 メモ リモジュール、 ハー ドディ スク ド ラ イブが挙げられます。

• 内蔵 CRU （製品内部） ： これら の CRU は、 コンピュータの外部ケース

を開かなければ見えません。 この種類の CRU の例と して、 PCI Express
ミニカー ド 、 内蔵キーボー ドが挙げられます。
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特記事項  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

本書に記載の製品、 サービス、 または機能が日本においては提供さ れて

いない場合があり ます。 日本で利用可能な製品やサービスについては、

レ ノ ボ・ ジャ パンの営業担当員にお尋ねく ださ い。 本書で Lenovo 製品、

プログラ ム、 またはサービスに言及し ていても 、 その Lenovo 製品、 プロ

グラ ム、 またはサービスのみが使用可能であるこ と を意味するも のでは

あり ません。 こ れら に代えて、 Lenovo の知的所有権を侵害するこ と のな

い、 機能的に同等の製品、 プログラ ム、 またはサービスを使用するこ と

ができます。 ただし 、 Lenovo 以外の製品と プログラ ムの操作またはサー

ビスの評価および検証は、 お客様の責任で行っ ていただきます。

Lenovo は、 本書に記載さ れている内容に関し て特許権（ 特許出願中のも

のを含む） を保有し ている場合があり ます。 本書の提供は、 お客様にこ

れら の特許権について実施権を許諾するこ と を意味するも のではあり ま

せん。 実施権についてのお問い合わせは、 書面にて下記宛先にお送り く

ださ い。

Lenovo (United States), Inc. 
1009 Think Place - Building One 
Morrisville, NC 27560 
U.S.A. 
宛て先 : Lenovo Director of Licensing

Lenovo は本書を 「現状のまま」 で提供し、 明示または黙示を問わず、 特

定目的への非侵害、 商品性、 または適合性を含むがそれに限られない、

いかなる保証も行わないものと します。 国または地域によ っては、 法律
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の強行規定によ り 、 保証責任の制限が禁じ られる場合、 強行規定の制限

を受ける ものと します。

こ の情報には、 技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があ り ます。 本

書は定期的に見直され、 必要な変更は本書の次版に組み込まれます。

Lenovo は予告なしに、 随時、 この文書に記載されている製品またはプロ

グラムに対して、 改良または変更を行う こ とがあ り ます。

本書で説明される製品は、 誤動作によ り人的な傷害または死亡を招く可

能性のある移植またはその他の生命維持アプ リ ケーシ ョ ンで使用される

こ と を意図していません。 本書に記載される情報が、 Lenovo 製品仕様ま

たは保証に影響を与える、 またはこれら を変更する こ とはあ り ません。

本書におけるいかなる記述も、 Lenovo あるいは第三者の知的所有権に基

づ く明示または黙示の使用許諾と補償を意味する ものではあ り ません。

本書に記載されるすべての情報は、 特定の環境において得られたもので

あ り 、 例と して提示されます。 他の稼働環境では、 結果が異なる場合が

あ り ます。

Lenovo は、 お客様が提供するいかなる情報も、 お客様に対してなんら義

務も負う こ とのない、 自ら適切と信ずる方法で、 使用も し く は配布する

こ とができる ものと します。

本書において Lenovo 以外の Web サイト に言及している場合があり ます

が、 便宜のため記載しただけであり 、 決してそれら の Web サイト を推奨す

るものではあり ません。 それら の Web サイト にある資料は、 こ の Lenovo
製品の資料の一部ではあり ません。 それら の Web サイト は、 お客様の責任

でご使用く ださい。

こ の文書に含まれるいかなるパフ ォーマンスデータ も、 管理環境下で決

定されたものです。 そのため、 他の操作環境で得られた結果は、 異なる
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可能性があ り ます。 一部の測定が、 開発レベルのシステムで行われた可

能性があ り ますが、 その測定値が、 一般に利用可能なシステムのものと

同じである保証はあ り ません。 さ ら に、 一部の測定値が、 推定値である

可能性があ り ます。 実際の結果は、 異なる可能性があ り ます。 お客様は、

お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要があ り ます。

コ ンピュータに付属しているすべてのマニュアルに記載されているソ フ

ト ウェアインターフ ェースやハー ド ウェア構成は、 お客様が購入した実

際のコンピュータの構成に一致しないこ とがあ り ます。

輸出区分に関する注意事項

本製品は、 米国輸出規制 (EAR) による規制対象であり 、 輸出区分管理番号

(ECCN) は 4A994.b です。 EAR E1 の国リ ス ト で輸出入が禁止されている

国を除き、 すべての国に再輸出する こ とができます。
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ENERGY STAR モデル情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ENERGY STAR® は米国環境保護庁 (U.S. Environmental Protection 
Agency) と 米国エネルギー省 (U.S. Department of Energy) の共同プログラ

ムで、 エネルギー効率の高い製品や技術を通して、 金銭的な節約と 環境保

護の実現を目的と するものです。

Lenovo® は誇り を持っ て、 ENERGY STAR の基準を満たした製品をお客様

にご提供いたします。 次に挙げる Lenovo マシンモデルで ENERGY STAR
のマークが付いているも のは、 ENERGY STAR 5.0 プログラムの要件に準拠

するよう に設計さ れ、 テスト さ れた製品です。

• 20033

• 6909

ENERGY STAR 準拠の製品を使用し 、 電源管理機能を利用するこ と で、 電

力消費量を低減するこ と ができます。 電力消費量の低減は、 貯蓄、 きれい

な環境作り 、 温室効果ガス排出の削減に貢献します。

ENERGY STAR の詳細については、 以下の Web サイ ト を参照して ください :

http://www.energystar.gov 。
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Lenovo は、 日常的な活動にエネルギーの有効利用を取り 入れるこ と をお勧

めします。 こ の目標を達成できるよう に、 Lenovo は、 一定の時間にわたっ

てコンピュータが使用さ れていないと きは、 次のよう に電源管理機能が作

動するよう に事前設定しています。

スリ ープモード から コ ンピュータをウェ イク アッ プするには、 キーボード

でいずれかのキーを押します。 こ れら の設定の詳細については、 Windows
の「 ヘルプと サポート 」 を参照してく ださ い。

表 1. ENERGY STAR 電源管理機能 （オペレーティ ングシステム別）

Windows Vista® Windows® 7

電力計画 : Energy Star
• ディ スプレイの電源切断 : 

10 分後

• ス リープ モー ドへの移行 : 
25 分後

• 高度な電源管理設定 :
- ハー ド  ディ スクの電源切断 : 

20 分後

- 休止 : 1 時間後

電力計画 : Energy Star
• ディ スプレイの電源切断 :

 10 分後

• ス リープ モー ドへの移行 : 
25 分後

• 高度な電源管理設定 :
- ハー ド  ディ スクの電源切断 : 

20 分後

- 休止 : 1 時間後
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無線関連の情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

無線相互運用性

無線 LAN PCI Express Mini カー ドは、 DSSS (Direct Sequence Spread 
Spectrum)、 CCK (Complementary Code Keying)、 OFDM (Orthogonal 
Frequency Division Multiplexing) の各無線技術に基づ く無線 LAN 製品

と相互運用可能なよ う に設計されてお り 、 以下の規格に準拠しています。

• IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) によ って策定され

承認された、 無線 LAN に関する IEEE 802.11a/b/g/n 規格。

• Wi-Fi Alliance によ って規定された、 Wireless Fidelity (WiFi) 認定。

Bluetooth ド ーターカー ドは、 Bluetooth SIG によ って規定された Bluetooth 
Specification 2.1 + EDR に準拠する、 あ らゆる Bluetooth 製品と相互運用可能

なよ うに設計されています。 Bluetooth ド ーターカー ドでは以下のプロフ ァ イ

ルがサポー ト されています。

• Generic Access （汎用アクセス）

• Service Discovery （サービスディ レ ク ト リ ）

• Serial Port （シ リ アルポー ト ）

• Dial-up Networking （ダイアルア ップネッ ト ワーキング）

• FAX （フ ァ ッ クス）

• LAN Access using PPP （PPP を使用した LAN アクセス）

• Personal Area Network （パーソナルエ リ アネッ ト ワーク） 
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• Generic Object Exchange （総称オブジェ ク ト交換）

• Generic Object Push （総称オブジェ ク ト  プッシュ）

• File Transfer （フ ァ イル転送）

• Synchronization （同期化）

• Audio Gateway （オーディオ ゲー ト ウェ イ）

• Headset （ヘ ッ ド セ ッ ト ） 

• Printer （プ リ ンタ）

• Human Interface Devices (Keyboard/Mouse) （ヒ ューマン  インター

フ ェース  デバイス） （キーボー ド / マウス）

• Basic Image （ベーシ ッ ク  イ メージ）

• Handsfree （ハンズフ リー）

• AV (AV)

使用環境と人体への影響

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と  Bluetooth ド ーター カー ドは、 他の

無線機器と同様に無線周波電磁エネルギーを放出します。 しかし、 放出さ

れるエネルギーのレベルは、 たとえば携帯電話などの無線機器によ って

放出される電磁エネルギーよ り もはるかに小さいものです。

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と  Bluetooth ド ーター カー ドは、 無線

周波の安全性規格準や勧告に記載されているガイ ド ラ インの範囲内で動

作するため、 Lenovo は、 内蔵の無線カー ドが家庭で安全にご使用いただ

ける と考えてお り ます。 これら の規格と勧告には、 科学団体の共通見解
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と、 広範な研究文献を絶えず調査および分析している科学者の委員会に

よる審議の結果が反映されています。

状況や環境によ っては、 無線 LAN PCI Express Mini カー ド または 
Bluetooth ド ーター カー ド の利用が、 建物の所有者または組織の責任者に

よ って制限される こ とがあ り ます。 たとえば以下のよ うな状況が考え られ

ます。

• 飛行機の搭乗中または病院内での内蔵無線カー ド の使用。

• 他の機器やサービスに対して、 有害な干渉を与える危険がある と考え ら

れるその他の環境。

特定の組織 （空港や病院など） での無線機器の使用に関して適用されるポ

リ シーが不明な場合は、 コンピュータの電源を投入する前に、 無線 LAN 
PCI Express Mini カー ド または Bluetooth ド ーター カー ド の使用許可を得

る こ と をお勧めします。

モバイル ブロー ドバン ド に関連する安全情報

1 可燃性の高いエ リ ア （例 ： ガソ リ ンスタン ド ） や爆破物の近く でモバ

イル ブロー ドバン ド機能を使用しないで く ださい。 滅多にないこ とで

すが、 モバイル ブロー ドバン ドは、 他の携帯電話ネッ ト ワーク  デバ

イスと同様、 火花を発生する こ とがあ り ます。 

2 雷雨の際は、 戸外でモバイル ブロー ドバン ド機能を使用しないで く

ださい。 
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3 多く の航空会社では、 搭乗中、 特に離陸着陸時にモバイル デバイス

の使用を禁止しています。 コンピュータ内蔵のモバイル ブロー ドバン

ド  モジュールは低電力無線ト ランシーバです。 これがオンになってい

る と、 断続的に無線周波エネルギーを受信し伝送するので、 航空機の

通信やナビゲーシ ョ ン  システムの動作に干渉を生じる恐れがあ り ま

す。 モバイル ブロー ドバン ド の使用については、 航空会社の規則また

は規制を参照して く ださい。 特に許可を得ている場合を除き、 コン

ピュータのモバイル ブロー ドバン ド機能を有効にしないで く ださい。 

4 コンピュータを病院で使用する場合は、 制限事項に従って く ださい。 
病院内の機器には高度な機能を持ち、 電磁干渉を受けやすい機器があ

り ます。 許可を得ないで医療機器の近く でモバイル ブロー ドバン ド機

能を有効にしないで く ださい。

5 モバイル ブロー ドバン ド通信は、 体内に植え込まれた心臓ペース

メーカーやその他植え込み式医療機器の動作に影響を及ぼすこ とがあ

り ます。 心臓ペースメーカーを植え込んでいる患者は、 このコン

ピュータのモバイル ブロー ドバン ド機能が植え込まれた機器の誤動

作を引き起こす可能性がある こ と をよ く知ってお く必要があ り ます。

干渉が生じているかも しれないと思う場合は、 直ちにコンピュータの

無線を無効にし、 医者に問い合わせて く ださい。

6 コンピュータ内蔵のモバイルブロー ドバン ド モジュールは、 ボイス

コールをサポー ト していないので、 重要な通信のために使用する こ と

はできません。 したがって、 重要な通信ではこのデバイスに依存しな

いで く ださい。
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電子放射に関する注意事項  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

以下の情報は、 Lenovo IdeaPad U150、 マシンタイプ 20033 6909 に関係

しています。

FCC (Federal Communications Commission) の宣言

こ の装置はテス ト済みであ り 、 FCC ルールのパー ト 15 に記載されている

ク ラス B デジタルデバイスの制限に準拠している こ とが確認済みです。

これら の制限は、 住宅地での設置において、 干渉障害が生じないよ う適

切に予防措置を取るために設けられています。 本製品は、 無線周波エネ

ルギーを生成、 使用してお り 、 無線周波エネルギーを放射する こ とがあ

り ます。 手順書に従って本製品を設置および使用しない場合、 無線通信

に干渉障害が生じる可能性があ り ます。 しかし、 特定の設置条件で干渉

が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。 装置の電源をオフにし

てオンにする こ と によ って、 装置が干渉障害の原因であるかど うかを判

断できます。 ラジオまたはテレビの受信に干渉障害が発生する場合は、

次の方法で干渉が起きないよ う にして く ださい。

• 受信アンテナの向きや位置を変えます。

• 装置と受信機の距離を離します。

• 受信機とは別の回路にある コンセン ト に装置を接続します。

• 指定販売店やサービス窓口に相談します。
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FCC の放射制限を満たすためには、 適切にシールド され接地されたケー

ブルと コネクタを使用する必要があ り ます。 適切なケーブルと コネクタ

は、 Lenovo の指定販売店でお買い求めいただけます。 Lenovo は、 推奨

品以外のケーブルやコネクタを使用した場合や、 本装置を不正に変更や

改造したこ とが原因で発生する、 ラジオやテレビへの干渉については責

任を負いません。 不正な変更や改造を行う と、 ユーザーが装置を運転す

る権限が無効になる こ とがあ り ます。

このデバイスは FCC ルールのパー ト 15 に準拠しています。 動作は、 (1)
このデバイスが干渉障害をの原因にな らない こ と、 (2) こ のデバイスが望

まし く ない動作を引き起こ しかねない干渉を含む他から の干渉を許容す

る こ と、 の 2 つの条件に従います。

責任元 :
Lenovo (United States) Incorporated 
1009 Think Place - Building One 
Morrisville, NC 27560

U.S.A. 
Telephone: (919) 294-5900

カナダ産業省クラス B 放射準拠宣言

このク ラス B デジタル機器はカナダの ICES-003 に準拠しています。
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Avis de conformité à la réglementation d’Industrie Canada

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du 
Canada.

German Class B Compliance Statement

Deutschsprachiger EU Hinweis: 

Hinweis für Geräte der Klasse B EU-Richtlinie zur Elektromagnetischen 
Verträglichkeit

Dieses Produkt entspricht den Schutzanforderungen der EU-Richtlinie 
2004/108/EG (früher 89/336/EWG) zur Angleichung der 
Rechtsvorschriften über die elektromagnetische Verträglichkeit in den 
EU-Mitgliedsstaaten und hält die Grenzwerte der EN 55022 Klasse B ein. 

Um dieses sicherzustellen, sind die Geräte wie in den Handbüchern 
beschrieben zu installieren und zu betreiben. Des Weiteren dürfen auch nur 
von der Lenovo empfohlene Kabel angeschlossen werden. Lenovo 
übernimmt keine Verantwortung für die Einhaltung der 
Schutzanforderungen, wenn das Produkt ohne Zustimmung der Lenovo 
verändert bzw. wenn Erweiterungskomponenten von Fremdherstellern 
ohne Empfehlung der Lenovo gesteckt/eingebaut werden.
109



付録 E ： 特記事項
Deutschland: 

Einhaltung des Gesetzes über die elektromagnetische Verträglichkeit 
von Betriebsmittein 

Dieses Produkt entspricht dem “Gesetz über die elektromagnetische 
Verträglichkeit von Betriebsmitteln” EMVG (früher “Gesetz über die 
elektromagnetische Verträglichkeit von Geräten”). Dies ist die Umsetzung 
der EU-Richtlinie 2004/108/EG (früher 89/336/EWG) in der 
Bundesrepublik Deutschland. 

Zulassungsbescheinigung laut dem Deutschen Gesetz über die 
elektromagnetische Verträglichkeit von Betriebsmitteln, EMVG vom 20. 
Juli 2007 (früher Gesetz über die elektromagnetische Verträglichkeit von 
Geräten), bzw. der EMV EG Richtlinie 2004/108/EC (früher 89/336/EWG), 
für Geräte der Klasse B. 

Dieses Gerät ist berechtigt, in Übereinstimmung mit dem Deutschen 
EMVG das EG-Konformitätszeichen - CE - zu führen. Verantwortlich für 
die Konformitätserklärung nach Paragraf 5 des EMVG ist die Lenovo 
(Deutschland) GmbH, Gropiusplatz 10, D-70563 Stuttgart. 

Informationen in Hinsicht EMVG Paragraf 4 Abs. (1) 4: 

Das Gerät erfüllt die Schutzanforderungen nach EN 55024 und EN 55022 
Klasse B.
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欧州連合のクラス B 準拠宣言

欧州連合 - 電磁場適合性指令への準拠

この製品は、 電磁場適合性に関する加盟各国の法律のす り あわせについ

ての、 EU 理事会指令 2004/108/EC の保護要件に従っています。 Lenovo
は、 他メーカー製のオプシ ョ ンカー ド の装着を含め、 製品に対して推奨

されない改造を行った結果、 保護要件を満たさな く なった場合について

の責任を負いません。

こ の製品はテス ト済みであ り 、 欧州規格 EN 55022 に従ったク ラス  B 情報

技術装置の制限に準拠している こ とが確認済みです。 ク ラス B 装置の制

限は、 一般的な住宅地環境において、 ラ イセンスを受けた通信デバイス

との干渉か ら適切に保護するために設けられています。

ラジオやテレビの通信およびその他の電気 ・ 電子機器への干渉の可能性

を減らすため、 適切にシール ド し接地したケーブルと コネクタを使用す

る必要があ り ます。 適切なケーブルと コネクタは、 Lenovo の指定販売店

でお買い求めいただけます。 Lenovo は、 推奨品以外のケーブルやコネク

タを使用したこ と による干渉について責任を負いません。
111



付録 E ： 特記事項
Lenovo 製品サービス情報

日本の VCCI クラス B 宣言
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日本の高調波電流規格の準拠宣言

電源に接続し、 1 相あた り の定格が 20A 以下のすべての製品で、 IEC 
61000-3-2 高調波規格への準拠の表示が必要です。

韓国のクラス B
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WEEE と リ サイクル宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

全般的なリサイクル宣言

Lenovo は、 情報技術 (IT) 機器の所有者に、 機器が不要になったときに責

任をも って リサイ クルする こ と をお勧めしています。 Lenovo は、 機器の

所有者が IT 製品を リサイ クルするのを支援する さまざまなプログラムお

よびサービスを提供しています。 製品リサイ クルのオフ ァ リ ングに関す

る情報は、 下記の URL にある Lenovo のインターネッ トサイ ト で検索で

きます。 http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/
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ヨ ーロ ッパ連合 (EU) の WEEE 宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

WEEE マークは EU 諸国と ノルウェーにのみ適用されます。 この機器に

は、 EU 諸国に対する廃電気電子機器指令 2002/96/EC (WEEE) のラベル

が貼られています。 こ の指令は、 EU 諸国に適用する使用済み機器の回収

と リサイ クルの骨子を定めています。 こ のラベルは、 使用済みになった

時に指令に従って適正な処理をする必要がある こ と を知らせるために

種々の製品に貼られています。

WEEE 指令の付則 (Annex) IV 規則によ り マーク された電気 / 電子機器

(EEE) の使用者は、 使用済みの電気 ・ 電子機器を地方自治体の無分別ゴミ

と して廃棄する こ とは許されず、 機器に含まれる有害物質が環境や人体

へ与える悪影響を最小に抑えるためにお客様が利用可能な廃電気 ・ 電子

機器の返却、 リサイ クル、 あるいは再生のための回収方法を利用しなけ

ればな り ません。 WEEE の詳細については、 下記の URL にアクセスして

く ださい。 http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/
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日本のリ サイクルに関して  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

本機器またはモニターの回収リサイクルについて

企業のお客様が、 本機が使用済みとな り廃棄される場合は、 廃棄物処理

法の規定にしたがって廃棄して く ださい。 本機は産業廃棄物と して、 地

域を管轄する県知事あるいは、 政令市長の許可を持った産業廃棄物処理

業者に適正処理を委託する必要があ り ます。 また、 弊社では資源有効利

用促進法に基づき使用済みパソコ ンの回収および再利用 ・ 再資源化を行

う 「PC 回収リサイ クル ・ サービス」 を提供しています。 詳細は、 以下の

URL にある Lenovo Web サイ ト をご参照く ださい。

www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle 

http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle

また、 資源有効利用促進法によ り 、 家庭で使用済みとなったパソ コ ンの

メーカー等による回収再資源化が 2003 年 10 月 1 日よ り スター ト し まし

た。 このサービスは、 2003 年 10 月 1 日以降に販売された、 家庭で使用済

みとなったパソ コ ンに対しては無料で提供されます。 詳細は、 以下の

URL にある Lenovo Web サイ ト をご参照く ださい。 
www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal

http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal
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付録 E ： 特記事項
Lenovo 製パソコンの内部部品の廃棄について

日本で販売されている Lenovo 製のパソ コンには、 重金属などの環境に影

響を与える物質が含まれている場合があ り ます。 プ リ ン ト基板や ド ラ イ

ブなどの使用済み内部部品を適切に廃棄するために、 上記の方法に従っ

て使用済みパソ コンの回収と リサイ クルを行って く ださい。

Lenovo 製ノー トパソコンのバッテリパックの廃棄について

Lenovo 製ノー ト パソ コンには、 リ チウムイオンバッテ リパッ クまたは

ニッケル水素バッテ リパッ クが搭載されています。 企業のお客様が、

Lenovo 製ノー ト パソ コンが使用済みとな りバッテ リパッ クを廃棄される

場合には、 レ ノボ ・ ジ ャパンの営業、 サービス、 マーケテ ィ ング担当者

にご連絡いただき、 指示に従って く ださい。 また、 以下の URL でも廃棄

手順をご覧になれます。

www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery

http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery

Lenovo 製ノー ト パソ コンを家庭でご使用になってお り 、 バッテ リパッ ク

を廃棄する必要がある場合には、 地方自治体の条例 ・ 規則に従って く だ

さい。 また、 以下の URL でも廃棄手順をご覧になれます。
www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery 
http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery
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付録 E ： 特記事項
米国のユーザー向けの注意事項 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

カ リ フ ォルニア州での過塩素酸塩の取り扱いについて :

コ イン型 CR （二酸化マンガン） リチウム電池を使用する製品には、 過塩

素酸塩が含まれる こ とがあ り ます。

過塩素酸塩には、 特別な処理が適用される場合があ り ます。

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate を参照して くださ

い。

ハード ディ スク上のデータ消去に関するご注意 - - - - - - - - - - - - - - 

最近、 パソ コ ンはオフ ィ スや家庭などで、 いろいろな用途に使われるよ

う になってきています。 これら のパソ コ ンの中のハー ドディ スク とい う

記憶装置に、 お客様の重要なデータが記録されています。 従ってそのパ

ソ コ ンを譲渡あるいは廃棄する ときには、 これら の重要なデータ内容を

消去する とい う こ とが必要とな り ます。

ハー ドディ スク上のソ フ ト ウェア （オペレーテ ィ ングシステム、 アプ リ

ケーシ ョ ンソ フ ト ウェアなど） を削除する こ とな く パソ コ ンを譲渡する

と、 ソ フ ト ウェアラ イセンス使用許諾契約に抵触する場合があ り ます。

使用許諾契約の条件を確認いただ く こ と をお勧めします。

ただし、 このハー ドディ スク内に書き込まれたデータを消去する とい う

のは、 それほど簡単ではあ り ません。

「データを消去する」 とい う場合、 一般に

• データを 「ごみ箱」 に移動し、 「ごみ箱を空にする」 コマン ド を使う
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付録 E ： 特記事項
• 「削除」 コマン ド を使う

• ソ フ ト ウェアで初期化 （フ ォーマッ ト ） する

• プリ インス ト ールされている リ カバリープログラムを使い、 工場出荷状

態に戻す

などの作業をする と思われますが、 これら のこ と を しても、 ハー ドディ

スク内に記録されたデータのフ ァ イル管理情報が変更されるだけで、 実

際にデータが消された状態にはな り ません。 つま り 、 一見消去されたよ

う に見えますが、 Windows などのオペレーテ ィ ングシステムのも とで、

それら のデータを呼び出す処理ができな く なっただけです。 そして、 本

来のデータは残っている とい う状態にあるのです。 したがって、 特殊な

データ回復のためのソ フ ト ウェアを利用すれば、 これら のデータを読み

と る こ とが可能な場合があ り ます。 こ のため、 悪意のある人によ り 、 こ

のパソ コンのハー ドディ スク内の重要なデータが読みと られ、 予期しな

い用途に利用されるおそれがあ り ます。

パソ コンの廃棄 ・ 譲渡等を行う際に、 ハー ドディ スク上の重要なデータ

が流出する とい う ト ラブルを回避するためには、 ハー ドディ スクに記録

された全データを、 お客様の責任において消去する こ とが非常に重要と

な り ます。 消去するためには、 ハー ドディ スク上のデータを金槌や強磁

気によ り物理的 ・ 磁気的に破壊して読めな く します。 または、 専用ソフ

ト ウェアあるいはサービス （共に有償） をご利用にな られる こ と を推奨

します。
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付録 F ： 機能と仕様
モデル名 ： IdeaPad U150 マシンタイプ 20033/6909
メモ : 以下の仕様には、 技術的に不正確な箇所やタイプミスが含まれている こ とがあ り

ます。 Lenovo は、 いつでも予告な く仕様を改善または変更する権利を有します。

形状

寸法 約 291.8mm × 192.4mm × 24.4mm 
（3 セルバッテリパッ ク付き）

291.8mm × 192.4mm × 34.3 mm 
（6 セルバッテリパッ ク付き）

重量 約 1.35kg/1.50kg

システム

CPU Intel Montevina SFF ULV BGA プロセッサ

メモリ DDR3 SO-DIMM

LCD 11.6" HD LCD/11.1" HD LCD

HDD 2.5" SATA 160/250/320GB (5400rpm) または
16GB/32GB mini-PCIe SSD

キーボード 6 列 Lenovo キーボー ド

一体型カメラ 13 万画素

バッ テリ 29Wh 3 セルポリ マー /57Wh 6 セルシ リ ンダー型

AC アダプタ 40W
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付録 F ： 機能と仕様
I/O ポー ト

USB USB 2.0 × 2 ポー ト

eSATA/USB コンボポー ト

通信 RJ-45 ポー ト

オーディ オ ヘッ ド ホン / マイ ク入力端子

ビデオ D サブポー ト /HDMI ポー ト

メモ リ カー ド スロ ッ ト 4 in 1 スロ ッ ト × 1 (MMC/SD/MS/MS PRO)

Kensington スロ ッ ト あ り
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商標  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

Lenovo、 lenovo logo、 IdeaPad、 VeriFace、 OneKey は日本およびその他

の国で Lenovo の登録商標または商標です。

Microsoft および Windows は、 Microsoft Corporation の米国およびその

他の国における商標です。

他の会社名、 製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

その他すべての商標および登録商標は各所有者の商標または登録商標で

す。 本マニュアルでは、 ™ および ® マークは明記していません。
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